
学園情報誌［ヒュー・ランドスケープ］人が人を育てる大学・北海道教育大学の学生発信マガジン HUE-LANDSCAPEは
学生スタッフが大活躍する学園情報誌です！

編集局の E-mail ▶ landscape@s.hokkyodai.ac.jp

HUE-LANDSCAPEに関するご意見、ご感想をお気軽にお寄せください。
企画案や写真・イラストも、常時募集しています！

　本誌は、本学学生である自覚を高め、有意義な学生生活と将来への明確な目的
意識を持つことを促進する情報を紹介するため、平成17年1月に創刊されました。
　今号の発行にあたり、本誌の趣旨にご賛同いただいた企業の皆様からご支援を
賜り、誠にありがとうございます。
　今後とも本学学生へのご支援、ご指導のほどよろしくお願い申し上げます。
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〈函館キャンパス〉国際交流！　マレーシアからの国費留学生
〈岩見沢キャンパス〉アートファクトリーの魅力について徹底分析！
〈札幌キャンパス〉札幌キャンパス一アクティブな「生活創造教育専攻」とは？
〈旭川キャンパス〉人との関わり合いが楽しませ成長させてくれる
〈釧路キャンパス〉はじめませんか？　ボランティア
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今年の４月に入学した新入生は、どんな思いを胸に未来を見据えているのでしょうか？
希望と熱意にあふれる皆さんに、その抱負を一言で表現してもらいました！

釧 路

「生きる」という言葉を大切にしたいです。一瞬の物事に

とらわれず、毎日一生懸命に生きていきたいです。そして、

この大学生活の４年間が、充実したものであったと感じ

られるように、楽しく、精一杯、後悔しないようにしてい

きたいです。

函館校・国際地域学科・地域教育専攻１年

久我 凌太（くが りょうた）さん

生きる

経験を生かす！！

一日イッショウ

可能性を広げる！

私の座右の銘は『一日イッショウ』です。「イッショウ」

にはいろいろな漢字が入ります。例えば、「一生（一

生は一日の積み重ねだから毎日悔いなく過ごす）」「一

笑（一日一回は笑う）」などです。これを掲げて日 『々一

生』懸命がんばります！

札幌校・教員養成課程
言語･社会教育専攻・社会科教育分野１年

梶本 崇仁（かじもと たかひと）さん

新しい環境になったことで、新たな関係や新しい経験
を得ることができます。そこで得た経験をさらに次につ
なげて、自分からどんどん発信していけるように、4年
間を大事に過ごしていきたいです。

岩見沢校・芸術･スポーツ文化学科
芸術･スポーツビジネス専攻１年

島野 慎吾（しまの しんご）さん

大学に入り、勉強とサッカー部の両立はもちろんのこと、新たな
出会いを大切にして人との関わりの幅を広げたいです。そして、
新たなことに挑戦し、自分自身の人間性もより豊かにしていきた
いです。

釧路校・教員養成課程・学校カリキュラム開発専攻・
家庭･保健体育分野１年

片平 貫汰（かたひら かんた）さん

函 館

岩見沢

札 幌

2017
旭 川

「全力」には、何事にも「全力」で取り組みたいという思いと、「全」

ての人と「力」を合わせてがんばるという２つの思いが込められ

ています。地 元を

離れ、旭川に来て、

わからないことばか

りなので、周りの人

と力を合わせてが

んばりたいです！

旭川校・教員養成課程・社会科教育専攻１年

浪内 日雅（なみうち ひゅうが）さん

全力
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学園情報誌 HUE-LANDSCAPE 編集局から

研究ファイル 
栗林 賢 先生（旭川校）

人気講座紹介（函館キャンパス）

教職大学院長からのメッセージ
井門 正美 先生（札幌校）

26 教職員のエッセイ
二宮 信一 先生（釧路校）

自慢です。わたしのキャンパス
特集

シリーズ

このキャンパスから眺める今現在の風景と、これから創造
していく自分と社会の風景という意味をこめてつけました。
●HUEは“Hokkaido University of Education”より
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を
言
っ
て
い
る
み
た
い…

…

。

―

そ
ん
な
こ
と
な
い
で
す
よ
！

　
例
え
ば
函
館
校
で
い
う
と
、
一
限
の
講
義
は
九

時
か
ら
始
ま
っ
て
十
時
半
に
終
わ
り
ま
す
よ
ね
。

マ
レ
ー
シ
ア
は
、
授
業
が
早
く
終
わ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
最
終
試
験
前
に
は
、
一
週
間
前
に
な
る

と
講
義
も
休
み
に
な
り
ま
す
。
な
の
で
、
日
本
の

大
学
に
テ
ス
ト
準
備
期
間
が
な
く
て
驚
き
ま
し
た
。

テ
ス
ト
、
大
丈
夫
か
な…

…

。

　
　今
後
の
抱
負

―

最
後
に
、
函
館
校
の
皆
さ
ん
に
何
か
伝
え
た
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

　
急
に
言
わ
れ
る
と
、
良
い
こ
と
を
言
え
る
か
ど

う
か
、
分
か
ら
な
い
け
ど…

…

。

―

良
い
こ
と
話
そ
う
と
思
わ
な
く
て
も
大
丈
夫
、

思
っ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
話
し
て
く
れ
た
ら
う
れ

し
い
で
す
！ 

　
四
年
間
、
が
ん
ば
り
ま
す
。
こ
の
大
学
に
は
、

私
と
同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
留
学
生
は
い
ま
せ
ん
。

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
助
け
て
ほ
し
い
で
す
。
今
ま
で
も
み
ん
な
に

助
け
て
も
ら
っ
て
き
た
け
ど
、
す
ご
く
優
し
い
！

大
学
の
友
達
と
遊
び
に
行
き
た
い
し
、
ボ
ラ
ン

　
　日
本
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け

―

ど
う
し
て
日
本
語
を
勉
強
し
よ
う
と
思
っ
た
の

で
す
か
？

　
子
ど
も
の
頃
は
日
本
に
ぜ
ん
ぜ
ん
興
味
が
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
高
校
卒
業
後
に
、
無
料
で
日

本
語
を
勉
強
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
日
本
語
を
勉
強
し
た
と
き
に
、
面
白
い
言

語
だ
な
、
と
思
っ
て
。
文
化
も
他
の
国
と
は
違
い

ま
す
よ
ね
。

―

文
化
の
違
い
で
す
か
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

違
い
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
か
？

　
日
本
人
は
、
礼
儀
を
大
切
に
し
ま
す
よ
ね
。
マ

レ
ー
シ
ア
で
も
、
英
米
国
で
も
、
そ
う
い
う
文
化

は
見
ら
れ
な
い
か
ら
、
興
味
を
持
っ
て
、
日
本
に

留
学
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

―

独
学
で
勉
強
し
て
い
た
の
で
す
か
？
　
そ
れ
と

も
、
学
校
に
通
っ
た
の
で
す
か
？

　
帝
京
マ
レ
ー
シ
ア
日
本
語
学
院
と
い
う
、
日
本

語
学
校
に
通
い
ま
し
た
。

　
　函
館
で
の
学
び

―

ど
う
し
て
、
日
本
の
中
で
も
「
函
館
」
を
選
ん

だ
の
で
す
か
？

　
函
館
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
人
が
少
な
い
か
ら
で
す
。

も
し
私
が
留
学
す
る
と
こ
ろ
に
マ
レ
ー
シ
ア
人
が

他
に
い
た
ら
、
そ

の
人
と
ば
か
り
話

し
て
し
ま
う
と
思

い
ま
し
た
。
日
本

人
と
話
す
機
会
を

増
や
し
、
異
文
化

を
体
験
し
た
い
と

思
っ
た
の
で
、
函

館
に
来
ま
し
た
。

函
館
の
中
で
も
、

自慢です。
わたしの
キャンパス

水口 史菜
（みずぐち ふみな）
函館校・国際地域学科・
地域教育専攻２年

教
育
大
学
を
選
ん
だ
の
は
、
教
育
に
興
味
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

―

今
、
い
ろ
い
ろ
な
授
業
を
受
け
て
い
る
と
思
う

の
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
面
白
い
と
感
じ
た
授
業

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　「
学
校
教
育
に
お
け
る
心
理
学
」
と
い
う
授
業

が
楽
し
い
で
す
！

―

山
崎
正
吉
先
生
の
講
義
で
す
ね
。
ど
ん
な
と
こ

ろ
が
面
白
い
で
す
か
？

　
最
初
は
、
先
生
が
何
を
話
し
て
い
る
か
全
然
分

か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
日
本
語
に
慣

れ
て
き
て
、
特
に
学
習
の
定
義
に
つ
い
て
の
お
話

が
面
白
か
っ
た
で
す
。
学
習
の
意
味
は
、
思
っ
て

い
た
よ
り
も
深
い
意
味
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。

―

な
る
ほ
ど
。
も
う
他
の
授
業
の
内
容
も
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
？

　
大
体
の
こ
と
は
分
か
り
ま
す
が
、
一
〇
〇
パ
ー

セ
ン
ト
で
は
な
い
で
す
。
特
に
、「
教
職
論（
初
等
）」

の
授
業
は
、
私
に
と
っ
て
難
し
い
で
す
。

―

私
も
受
講
し
て
い
ま
し
た
が
、
確
か
に
テ
ス
ト

は
大
変
で
し
た
。
日
本
の
講
義
と
、
マ
レ
ー
シ
ア

の
講
義
で
大
き
く
違
う
と
感
じ
た
点
は
あ
り
ま
す

か
？

　
私
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
大
学
に
通
っ
た
こ
と
が
な

い
の
で
、
は
っ
き
り
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
友

達
の
話
を
聞
く
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
講
義
は
、
時

間
を
あ
ま
り
大
切
に
し
な
い
で
す
。
な
ん
か
悪
口

0102

03

テ
ィ
ア
も
し
た
い
で
す
。
今
は
特
別
支
援
に
興
味

が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
た
い
で
す
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
障
が
い
者
に

対
す
る
理
解
や
関
心
が
、
日
本
に
比
べ
る
と
ま
だ

ま
だ
低
い
の
で
、
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
マ
レ
ー

シ
ア
に
持
っ
て
帰
っ
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
人
の
考
え

方
を
変
え
た
い
で
す
。

―

ぜ
ひ
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
！
　
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

五稜郭公園で楽しんでいる様子

夜桜を楽しむ様子

Interviewer

キスティナさんと同じ専攻に所属しているのです
が、教育に対する熱意がしっかり伝わってきました。
途中、日本語がおかしくないかな？　と何度も確認
している様子でしたが、流暢な日本語で、今まで
一生懸命勉強してきたことがよく分かりました。４
年間、素敵なキャンパスライフを送ってください！

特 集　　自慢です。わたしのキャンパス

インタビュアーの声

佐々木 柚香
（ささき ゆか）
函館校・国際地域学科・
地域協働専攻・地域政策グループ３年

Interviewer

はじめてキスティナさんに出会ったときに、マレー
シアからの国費留学生であり、学部留学生でもあ
るということで、とても驚いた記憶があります。と
てもまじめな学生ですが、とても気さくなので、い
ろいろな学生と沢山話をしてほしいです！　これか
ら４年間大変なこともあるとは思いますが、楽しい
学生生活を送ってくれたら、と思います！

インタビューの様子

イ
ン
タ
ビ
ュー
の

様
子

五つのキャンパス間だけでなく、一つのキャンパス内でも多
様な側面があり、その特長をひと言で表現するのが難しい北
海道教育大学。ですが各キャンパスの「自慢」のものを挙げ
てもらえば、特長を理解する良いヒントになるはず。それに、
自慢できるということは、良いキャンパスであることに貢献
している人たちが居るということ。そんな取り組みや想いを
紹介したい今回の特集、ぜひご一読あれ。

国際交流！
マレーシアからの

国費留学生

函 館
キャンパス

特 集
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函館校では、国際化推進の取り組みの一つとし

て、14 カ国・地域の 35 大学と協定を結び、学

生の派遣や受け入れをおこなっています。本年度

４月には、マレーシアから初の国費留学生を迎

えました。そこで、マレーシアからはるばる日本

にやって来た、地域教育専攻・キスティナさん

にインタビューしてきました！



岩見沢校が誇る自慢の施設といえば、美術文化専攻の実習室があ

るアートファクトリー棟。絵画や立体、インスタレーション、映像と

いったさまざまな分野の学生たちが、日々作品制作に励んでいま

す。同じアトリエで各分野の学部生から大学院生が制作している

全国的にも珍しいこの環境。今回はそんな魅力あふれるアートファ

クトリーについて紹介していきます。

よ
う
な
あ
り
が
た
い
お
言
葉
を
い
た
だ
け
る
こ
と

も…
…

。
こ
う
し
て
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
合
い
な

が
ら
、
自
分
の
制
作
に
熱
中
で
き
る
こ
の
環
境
は
、

精
力
的
に
作
品
制
作
を
行
う
の
に
も
っ
て
こ
い
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
研
究
室
同
士
の
距
離
も
近
く
、
頻
繁
に

他
研
究
室
の
学
生
が
、
分
野
の
違
う
研
究
室
に
出

入
り
を
し
て
交
流
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
も
、

他
美
術
専
門
大
学
を
見
る
と
珍
し
い
、
こ
の
大
学

な
ら
で
は
の
特
色
と
い
え
ま
す
。
自
分
の
専
門
分

野
以
外
の
研
究
、
制
作
を
し
て
い
る
学
生
と
交
流

を
持
つ
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
学
び
合
い
、

大
き
な
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

ア
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
。
学
生
か
ら
も
「
ど
ん
な

大
き
さ
の
作
品
で
も
作
れ
る
」、「
窓
が
大
き
く
過
ご

し
や
す
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
慢
の
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

で
ア
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
見
て
、
入
学
を
決
め

た
と
い
う
学
生
も
い
る
ほ
ど
魅
力
的
な
施
設
で
す
。

　
　ジ
ャ
ン
ル
に
富
ん
だ

　
　充
実
し
た
設
備

　
こ
の
施
設
に
は
学
部
二
年
生
か
ら
大
学
院
生
ま

で
が
制
作
や
実
習
授
業
を
行
う
各
研
究
室
と
、
一

年
生
が
主
に
実
技
授
業
や
自
主
制
作
で
使
う
合
同

実
習
室
が
あ
り
ま
す
。

　
研
究
室
二
つ
分
の
広
さ
を
持
つ
合
同
実
習
室

（
写
真
１
）
に
は
、
デ
ッ
サ
ン
に
使
う
石
膏
像
も

多
く
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
一
際

目
を
引
か
れ
る
の
が
天
井
に
届
き
そ
う
な
ほ
ど
大

き
な
サ
モ
ト
ラ
ケ
の
ニ
ケ
像
。
初
め
て
見
た
時
に

は
、
そ
の
大
き
さ
に
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
他
に
も
現
代
美
術
・
平
面
表
現
実
習
室
に
あ
る

プ
レ
ス
機
（
写
真
２
）
や
、
金
属
工
芸
実
習
室
に

あ
る
溶
接
道
具
（
写
真
３
）
な
ど
、
専
門
的
な
設

備
が
揃
っ
て
ま
す
。

秋本 結以
（あきもと ゆい）
岩見沢校・美術文化専攻・美術･
デザインコース・油彩画研究室２年

　
　他
学
年
、
他
分
野
と
の
距
離
の

　
　近
さ
が
活
発
な
制
作
の
秘
訣
？

　
自
慢
で
き
る
特
色
と
し
て
、
学
部
生
か
ら
大
学

院
生
ま
で
が
同
じ
ア
ト
リ
エ
で
制
作
し
て
い
る
と

い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
各
研
究
室
の
一
学
年

あ
た
り
の
所
属
学
生
は
二
〜
四
人
と
少
人
数
で
あ

る
た
め
、
細
か
な
個
別
指
導
が
行
わ
れ
、
深
い
専

門
性
と
実
技
能
力
が
育
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
は

国
内
の
美
術
系
大
学
と
比
べ
て
み
て
も
珍
し
い
他

学
年
合
同
の
ア
ト
リ
エ
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
独
自

の
制
作
環
境
が
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
具
体
的
に
油
彩
画
研
究
室
の
所
属
学
生
が
ど
ん

な
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
る
か
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
油
彩
画
実
習
室
（
写
真
４
）
に
は
、
実
習
授

業
を
行
う
共
同
ス
ペ
ー
ス
と
、
一
人
一
人
の
制
作

ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
学
部
二
年
生
か
ら
大
学
院
生

ま
で
が
同
じ
空
間
で
制
作
に
打
ち
込
ん
で
い
ま

す
。
同
じ
空
間
で
制
作
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
互

い
の
作
品
や
制
作
中
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
上
級
生
か
ら
作
品
や
使
っ
て
い
る
道
具
に

つ
い
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
り
、
他
学

年
の
方
と
意
見
交
流
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

大
学
院
生
の
方
は
作
家
と
し
て
大
き
な
活
躍
を
し

て
い
る
方
も
多
く
、
制
作
意
欲
が
わ
い
て
く
る
↖

01

02

03

05

04
　
　研
究
室
に
よ
っ
て

　
　空
間
の
使
い
方
も
さ
ま
ざ
ま

　
絵
画
や
彫
刻
、
映
像
や
工
芸
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
研
究
室
が
あ
る
こ
の
ア
ー
ト
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
。
研
究
室
ご
と
に
空
間
の
使
い
方
に
違
い
が

あ
る
と
こ
ろ
も
魅
力
で
す
。
基
本
的
な
作
り
は
同

じ
で
す
が
水
道
の
大
き
さ
や
位
置
、
み
ん
な
が
広

く
制
作
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
区
切
ら
れ
た
個
人

制
作
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
研
究
室
ご
と
に
空
間
の
使

い
方
が
大
き
く
違
い
ま
す
。

　
　学
生
の
団
ら
ん
の
場
と
し
て
の

　
　一
面
も

　
ア
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
は
、
充
実
し
た
制
作

環
境
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
実
は
制
作
の
合
間
に

休
憩
し
た
り
雑
談
し
た
り
で
き
る
場
所
も
あ
り
ま

す
。
各
実
習
室
に
は
制
作
ス
ペ
ー
ス
の
他
に
、
机

や
椅
子
な
ど
の
家
具
が
置
か
れ
た
休
憩
ス
ペ
ー
ス

が
設
け
ら
れ
、
学
生
同
士
の
交
流
、
団
ら
ん
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
休
憩
ス
ペ
ー
ス
に
は
水
道
や

冷
蔵
庫
、
た
く
さ
ん
食
器
が
入
っ
た
食
器
棚
や
電

子
レ
ン
ジ
、
電
気
ポ
ッ
ト
が
置
か
れ
て
い
て
、
そ

の
様
子
は
ま
さ
に
落
ち
着
い
て
過
ご
せ
る
家
の
よ

う
（
写
真
５
）。

　
つ
い
寝
て
し
ま
い
そ
う
な
ソ
フ
ァ
ー
や
、
横
に

な
っ
て
く
つ
ろ
げ
る
畳
が
あ
る
実
習
室
も
あ
り
、

実
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
す
。
ホ
ッ
と
息

抜
き
で
き
る
場
も
あ
る
こ
と
で
、
よ
り
制
作
に
集

中
で
き
る
環
境
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

Interviewer

調査取材をしていく中で今まで知らなかったアート
ファクトリーの魅力を見つけることができ、良い機
会となりました。何気なく日々過ごしていたこの環
境を最大限に利用して、より良い制作活動を行って
いこうと思います。

インタビュアーの声

アートファクトリーの

魅力について
徹底分析！

小原 ハナコ
（こばら はなこ）
岩見沢校・芸術･スポーツビジネス専攻・
アートマネージメント音楽研究室３年

Interviewer

今回のアートファクトリーについての取材を通して、
美術文化専攻の方々の学生生活や作品制作の過程
なども知ることができて、とても新鮮でした。音楽
文化専攻やスポーツ文化専攻の棟についても取材し
て、普段の様子を知ってみたくなりました！

岩見沢
キャンパス

特 集　　自慢です。わたしのキャンパス

　
　ア
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
と
は
？

　
ア
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
、
絵
画
、
映
像
、
プ

ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
、
金
属
工
芸
と
い
っ
た
芸
術

分
野
の
作
品
制
作
の
た
め
の
施
設
で
す
。
鉄
骨
造

り
二
階
建
て
で
、
A
棟
、
B
棟
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
て
、
延
べ
床
面
積
二
四
八
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に

及
び
ま
す
。

　
ア
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
棟
は
、
平
成
十
八
年
四

月
か
ら
岩
見
沢
校
に
芸
術
課
程
が
新
設
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、「
は
ま
な
す
教
育
情
報
化
推
進
機
構
」

か
ら
の
財
政
支
援
を
受
け
、
平
成
十
七
年
十
一
月

に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
他
の
棟
に
比
べ
と
て
も
天
井
が
高
く
、
広
々
と

し
た
空
間
で
自
由
な
制
作
活
動
が
で
き
る
こ
の
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写真２
現代美術・平面表現
実習室の版画プレス機

写真１
合同実習室での
授業（着彩画）の様子

写真３
制作する金属工芸実習
室生の岩渕さん

写真４
油彩画実習室の実習スペースと
個人制作スペース

写真５
映像実習室で映像作品を
鑑賞しながら団らんのひと時



３年前の新カリキュラム移行に伴い、札幌校には新しく「生活創造

教育専攻」ができました。技術科・家庭科を専門に扱う専攻です。

そんな新専攻「生活創造教育専攻」は田植えや畑づくりなど、外で

の活動が盛んだと聞いた私たちは、専攻に所属する２年目・湯村

さん、そして栽培領域を担当する出口先生のお二人に詳しくお話を

聞くことにしました。

天野 美代子
（あまの みよこ）
札幌校・教員養成課程・
理数教育専攻・算数·数学教育分野３年

Interviewer

座学が中心の他の専攻とは全く違う学習の様子
に驚くと同時に、私もやってみたいと思いました。
終始明るい雰囲気で、インタビューも楽しかった
です。

インタビュアーの声

札幌キャンパス一
アクティブな

「生活創造教育専攻」
とは？

稲葉 拓紀
（いなば ひろき）
札幌校・教員養成課程・
言語·社会教育専攻・国語教育分野２年

Interviewer

自分の専攻以外のお話を、それも講師の先生か
らお聞きできる機会はなかなか無いので面白
かったです。出口先生もとても話しやすい方で、
スムーズに楽しくお話を聞けました。

札幌
キャンパス

特 集　　自慢です。わたしのキャンパス

惑
い
な
が
ら
も
取
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
る
と
、
味

わ
っ
た
こ
と
の
な
い
新
鮮
な
体
験
で
楽
し
か
っ
た

で
す
。
疲
れ
て
腰
を
伸
ば
す
と
、
田
植
え
を
す
る

機
械
が
走
っ
て
い
く
の
が
見
え
、
機
械
が
無
く
全

て
が
手
作
業
だ
っ
た
時
代
の
こ
と
を
考
え
ま
し

た
。
普
段
な
ら
考
え
も
し
な
い
こ
と
を
実
体
験
に

よ
っ
て
気
持
ち
と
し
て
理
解
で
き
る
の
は
凄
い
こ

と
で
す
よ
ね
。
ま
た
、
機
械
に
よ
る
効
率
化
で
沢

山
の
人
々
に
食
を
行
き
渡
ら
せ
た
い
と
い
う
農
家

さ
ん
の
思
い
も
感
じ
ま
し
た
。
そ
ん
な
思
い
の
詰

ま
っ
た
田
ん
ぼ
で
の
田
植
え
は
、
農
業
と
い
う
世

界
に
自
分
た
ち
の
取
り
組
み
を
位
置
付
け
ら
れ
る

良
い
経
験
だ
と
思
い
ま
す
。
他
に
は
、
機
械
工
作

実
験
実
習
で
は
２
サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ
ン
を
一
度
分

解
し
、
仕
組
み
を
確
認
し
て
か
ら
組
み
立
て
直
す

と
い
う
こ
と
を
し
ま
し
た
。
合
宿
で
は
飯
盒
炊
飯

　
　出
口
先
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
り
三
年
目
に
な
り
ま
す

が
、
そ
れ
に
あ
た
っ
て
旧
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
変

化
や
新
し
く
始
め
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
私
自
身
が
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
ほ
ぼ
同
時
に
赴

任
し
て
来
た
の
で
旧
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
直
接
触
れ

る
機
会
は
乏
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
前
任
の
先
生

が
や
っ
て
い
た
こ
と
は
知
っ
て
い
て
、
畑
で
の
実

習
で
は
か
な
り
引
き
継
が
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
僕
な
り
に
や
ろ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

体
験
の
先
に
〝
農
業
〞
が
見
え
る
よ
う
に
と
心
が

け
て
い
ま
す
。

―

〝
農
業
〞
を
見
据
え
て
い
る
と
い
う
田
植
え
体

験
・
畑
づ
く
り
で
す
が
、
そ
の
目
的
や
学
生
に
学

ん
で
ほ
し
い
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
田
植
え
体
験
は
も
と
も
と
「
食
育
」
と
の
つ
な

が
り
を
深
く
意
識
し
た
活
動
だ
っ
た
の
で
す
が
、

こ
れ
も
私
は
〝
農
業
〞
が
見
え
る
よ
う
に
意
識
し

て
い
ま
す
。
手
植
え
を
し
て
い
る
最
中
に
田
植
え

機
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
協
力
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
農
家
さ
ん
を
田
植
え
と
稲
刈
り
の
間
に
も

う
一
度
訪
問
し
た
り
。
ま
た
「
農
業
教
育
」
の
観

点
か
ら
「
農
作
業
を
通
し
て
の
問
題
解
決
能
力
を

高
め
、
自
然
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
」
と
い
っ

た
ね
ら
い
も
あ
り
ま
す
。

　
畑
づ
く
り
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ま
で
中
学
校
で

は
あ
ま
り
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
こ
な
か
っ
た

「
栽
培
」
と
い
う
技
術
分
野
の
一
つ
の
領
域
が
二

〇
一
二
年
度
か
ら
中
学
校
で
必
修
化
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
現
場
に
出
た
と
き
に
力
強
く
栽
培
に
取

り
組
め
る
教
員
を
育
成
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
現
職
の
先
生
方
の
サ
ポ
ー
ト
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

―

い
ま
考
え
て
い
る
生
活
創
造
教
育
専
攻
の
新
た

な
試
み
は
あ
り
ま
す
か
？

　
私
自
身
、
赴
任
し
て
来
て
か
ら
の
三
年
間
、
試

行
錯
誤
の
最
中
で
し
て
、
ま
ず
は
着
実
に
授
業
や

農
業
体
験
の
質
を
向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
の
が
本

音
で
す
。
新
し
い
試
み
と
し
て
は
、
来
年
こ
の
専

攻
で
初
め
て
卒
業
論
文
を
書
く
こ
と
に
な
る
三
年

生
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で

す
。
畑
で
の
実
験
は
一
年
に
一
回
し
か
で
き
な
い

の
で
、
今
年
度
か
ら
既
に
卒
業
論
文
を
意
識
し
た

取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
も
と
も

と
水
田
で
水
は
け
の
良
く
な
い
今
の
畑
の
改
善
も

や
っ
て
い
け
た
ら
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―

で
は
最
後
に
、
出
口
先
生
が
考
え
る
「
生
活
創

造
教
育
専
攻
の
魅
力
」
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
中
学
校
技
術
家
庭
科
は
「
手
を
動
か
し
て
楽
し

く
や
っ
て
い
く
こ
と
」
が
重
要
な
の
で
、
教
員
が

自
ら
の
手
で
栽
培
等
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
教
員

育
成
の
た
め
に
「
実
習
が
多
い
」
と
い
う
点
が
一

つ
の
魅
力
で
す
。
ま
た
、
合
宿
や
学
園
祭
で
の
出

店
を
企
画
す
る
な
ど
教
員
も
含
め
て
「
専
攻
の
結

束
力
」
も
魅
力
で
す
。
こ
れ
を
通
し
て
、
周
り
の

人
間
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　湯
村
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―

生
活
創
造
教
育
専
攻
を
選
ん
だ
理
由
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
自
分
は
何
の
先
生
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
た

時
、
中
学
校
の
技
術
の
先
生
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

私
は
そ
の
先
生
の
授
業
が
大
好
き
で
、
先
生
み
た

い
に
な
れ
た
ら
良
い
な
と
い
う
憧
れ
の
存
在
で
し

た
。
そ
う
し
て
目
標
の
方
向
性
が
固
ま
り
、
進
学

を
決
め
ま
し
た
。

―

今
年
取
り
組
ん
だ
田
植
え
や
昨
年
度
か
ら
の
取

り
組
み
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　「
田
植
え
っ
て
一
体
何
を
す
れ
ば
い
い
の
？
」

と
い
う
状
態
で
田
ん
ぼ
へ
向
か
い
ま
し
た
。
戸
↖

01

02

や
料
理
も
し
ま
し
た
。
一
人
ず
つ
畑
を
与
え
ら
れ
、

作
物
を
育
て
る
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
実
体
験
で
得
ら
れ
る
学
び
と
い
う
の
は
と

て
も
大
き
い
で
す
。

―

将
来
、
専
攻
で
の
学
び
を
ど
の
よ
う

に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？

　
栽
培
に
関
し
て
言
う
と
、
小
中
学

校
で
は
授
業
等
で
必
ず
触
れ
る
機

会
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
適
当

に
植
物
を
選
ぶ
の
と
大
学

で
学
ん
だ
こ
の
知
識
を

基
に
す
る
の
と
で
は

提
供
で
き
る
学
び

が
全
然
違
い
ま
す

よ
ね
。
大
学
で
の
学

び
に
よ
っ
て
、
技
術

教
育
の
意
味
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。

―

湯
村
さ
ん
の
考
え
る
生
活
創

造
教
育
専
攻
の
魅
力
と
は
？

　
や
は
り
実
習
の
多
さ
で
す
。
他

の
専
攻
が
座
学
の
間
、私
た
ち
は
「
と

り
あ
え
ず
ト
ラ
イ
」
と
い
う
精
神
で
実
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
分
か
ら
な
い
な
ら
と
に
か
く
や
っ
て

み
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、
考
え
る
の
は
結
果
が

出
て
か
ら
で
す
。
机
上
の
空
論
で
終
わ
ら
な
い
の

が
最
大
の
魅
力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
う
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仲が良さそうな
出口先生と湯村さん

田植え時の湯村さん

インタビューの様子

田植えの風景

札幌校・生活創造教育専攻・
総合技術教育分野２年

湯村 赳流 さん
ゆむら 　 たける

札幌校・生活創造教育専攻
特任講師

出口 哲久 先生
でぐち   てつひさ



ら
の
作
品
は
多
い
と
は
言
え
な
い
の

が
現
状
で
す
。
地
元
を
盛
り
上

げ
る
意
味
で
も
旭
川
か
ら
の

作
品
を
増
や
し
て
い
き
た

い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

環
境
地
図
作
品
展
に
関

わ
っ
た
ゼ
ミ
生
や
教
員

が
近
い
将
来
に
授
業
で

取
り
入
れ
た
り
す
る
な

ど
地
道
な
活
動
を
し
て

い
く
し
か
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

―

坂
井
先
生
、
最
後
に
一

言
お
願
い
し
ま
す
！

　
二
十
六
年
間
、
北
海
道
教

育
大
学
旭
川
校
が
関
わ
っ
て
い
る

環
境
地
図
作
品
展
と
い
う
の
は
日
本

全
体
で
み
て
も
珍
し
い
で
す
。
今
回
は
環

境
地
図
作
品
展
の
話
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

攻
・
ゼ
ミ
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
る
こ

と
を
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
で
学
生

一
人
一
人
が
盛
り
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

同じキャンパス内であってもそれぞれのゼミがどんな活動を行って

いるのかなんて知らない人も多いのではないでしょうか？　旭川校

のゼミは他のキャンパスとは違い、１年生から所属します。そのゼ

ミではさまざまな活動を学生が中心となり、また先生など周りの人

たちの協力もありながら行っています。そこで普段はなかなか聞け

ないゼミ活動について社会科教育専攻の２つのゼミについて先生

方にインタビューしてみました！

ら
な
い
範
囲
で
教
員
を
目
指
し
て
し
ま
っ
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
大
学
生
は
学
内
だ
け

で
な
く
色
ん
な
人
と
出
会
っ
て
色
ん
な
話
を
聞

い
て
も
ら
い
た
い
で
す
。↖

経
済
学
セ
ミ
ナ
ー
の
「
フ
ィ
リ
ピ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は

―

佐
々
木
謙
一
先
生
、
例
年
の
活
動
は
何
を
し
て

い
る
の
で
す
か
？

　
主
に
環
境
保
全
活
動
と
国
際
理
解
教
育
の
二
つ

が
活
動
の
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
学
生
の

や
り
た
い
こ
と
は
少
し
違
う
が
活
動
の
根
本
的
な

も
の
は
変
わ
っ
て
い
な
い
で
す
。

―

な
ぜ
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
の
で
す
か
？

　
私
の
研
究
活
動
を
通
じ
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
高

校
や
大
学
の
先
生
・
教
授
と
の
関
わ
り
を
持
っ
た

か
ら
で
す
。

―

学
生
と
大
学
教
員
が
一
体
と
な
っ
て
活
動
を
す

る
こ
と
を
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　
基
本
的
に
私
は
学
生
が
主
役
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
教
員
が
学
生
に
き
っ
か
け
や
チ
ャ

小川 優汰
（おがわ ゆうた）
旭川校・教員養成課程・
社会科教育専攻２年

ン
ス
を
与
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
私
に
は
で
き
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
私
が
情
報
提
供
を
し
、「
こ
ん

な
活
動
あ
る
け
ど
ど
う
す
る
？
」
と
問
い
か
け
、

学
生
が
や
る
と
答
え
れ
ば
学
生
が
動
き
出
す
の
で

非
常
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

―

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
学
生
に
は
ど
う
あ
っ

て
ほ
し
い
で
す
か
？

　
ゼ
ミ
生
が
現
地
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
、
楽
し
い
と
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。
日
本

に
い
る
よ
り
は
上
手
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

と
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
言
葉
や
文
化
の

壁
を
超
え
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
楽
し

さ
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
模
擬
授
業
や
文
化
交
流
を
し
て

い
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
学
生
は
積
極
的
に
授
業
を

受
け
て
く
れ
る
の
で
教
え
る
と
い
う
こ
と
が
楽
し

い
と
も
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。

―

佐
々
木
先
生
か
ら
み
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
や
り
が
い
と
難
し
さ
は
？

　
や
り
が
い
は
ゼ
ミ
生
が
日
本
に
い
る
と
き
よ
り

も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
い
る
と
き
の
ほ
う
が
学
生
は

イ
キ
イ
キ
し
て
い
る
と
こ
ろ
や
、
難
し
そ
う
に
し

な
が
ら
も
英
語
で
一
生
懸
命
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
ろ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
ら
の
こ
と
を
み
る
と
私
は
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
難
し
さ
は
安
全
管
理
と
健
康
管
理
で
す
。

事
故
は
教
員
に
と
っ
て
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
行
う
上
で
重
要
で
大
変
で
す
ね
。

―
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
！

　
旭
川
校
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
学
校
の
行
事

だ
け
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
行
事
も
大
事
で
す
が
、
環
境
地
図
作
品

展
の
よ
う
に
ゼ
ミ
な
ど
で
多
く
の
人
と
交
流
を

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
て
良
い
先
生
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
し
、
良
い
就
職
先
を
選
択
し
て

ほ
し
い
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
自
分
た
ち
が
知

01

02

地
理
学
ゼ
ミ
が
協
力
し
て
い
る

「
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
の
環
境

地
図
作
品
展
」
と
は

　　「
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
の
環
境
地
図
作
品
展
」

は
環
境
・
地
図
教
育
に
お
け
る
弱
点
の
是
正
を
目

指
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
小
・
中
・
高
校
の

児
童
生
徒
を
対
象
に
、
身
の
ま
わ
り
の
環
境
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
、
調
査

し
た
こ
と
を
地
図
に
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
地
図

や
環
境
に
対
す
る
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
毎
年
十
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
環
境

地
図
教
育
研
究
会
と
い
う
研
究
会
が
運
営
し
て
い

ま
す
。（
国
土
地
理
院
・
環
境
地
図
教
育
研
究
会

Ｈ
Ｐ
よ
り
一
部
抜
粋
）

―

坂
井
先
生
の
仕
事
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

　
私
は
数
年
前
か
ら
環
境
地
図
教
育
研
究
会
の
会

長
を
務
め
て
い
ま
す
。
会
長
と
し
て
の
仕
事
は
環

境
地
図
作
品
展
に
関
す
る
会
議
へ
の
参
加
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
そ
の
会
長
の
仕
事
で
重
要
な
こ
と

は
「
責
任
」
と
「
挨
拶
」
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
人
が
関
わ
る
環
境

地
図
作
品
展
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
に
会

長
と
し
て
の
責
任
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の

人
に
出
会
い
挨
拶
を
し
、
環
境
地
図
作
品
展
を

も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

―

全
国
か
ら
手
作
り
の
地
図
が
集
ま
っ
て
い
る
そ

う
で
す
が
、
そ
れ
を
見
て
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

毎
年
違
っ
た
地
図
が
集
ま
っ
て
き
て
、
毎
年

私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
小
学

生
、
中
学
生
、
高
校
生
の
地
図
が
毎
年
こ

の
旭
川
の
地
に
集
め
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の

学
年
に
応
じ
て
良
さ
や
考
え
方
、
取
り
組

み
方
が
違
っ
て
い
て
、
私
た
ち
の
方
が
地

図
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

―

今
後
の
環
境
地
図
作
品
展
は
ど
う
あ
っ
て

ほ
し
い
で
す
か
？

　
環
境
地
図
作
品
展
は
全
国
や
海
外
か
ら
も
多
く

の
地
図
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
地
元
の
旭
川
か

Interviewer

この度は、ゼミ活動の取材で坂井先生と佐々木先生
にお話を聞かせてもらいました。ゼミ活動では大学
の壁を超えて地域交流などをしているゼミがあるこ
とを知りました。この経験を活かして、今後は教授
や周りの人と共に学び、自分の学びを広げていきた
いと思います！

インタビュアーの声

フィリピンの学生の交流１

フィリピン
の学生との
交流２

フィリピン
の学生との
交流３

人との
関わり合いが
楽しませ成長

させてくれる

旭川
キャンパス

特 集　　自慢です。わたしのキャンパス
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環境地図作品展のようす

環境地図教育研究会会長の
坂井誠亮先生

環境地図作品展のようす２



釧路校はボランティア活動に参加する学生が多いという

印象を受けます。つまりは、ボランティアを通して出会う

いろいろな方々に「ありがとう」と言われる人が多いとい

うことでもあります。「ありがとう」が溢れる釧路校。ボラ

ンティアの魅力を知るべく、そして伝えるべくインタビュー

してきました。

はじめませんか？
ボランティア

釧 路
キャンパス

ボランティア活動に
取り組む堀口さん

特 集　　自慢です。わたしのキャンパス

学校カリキュラム開発専攻
体育研究室３年

斉藤 柊一 さん

学校カリキュラム開発専攻
家庭科研究室３年

堀口 純平 さん

学校カリキュラム開発専攻
家庭科研究室１年

白﨑 清楓 さん

地域･環境教育専攻
野外教育研究室２年

伊藤 千晶 さん

し
た
ね
。し
か
し
、最
後
に
子
ど
も
た
ち
の
保
護
者

さ
ん
か
ら
あ
り
が
と
う
と
言
わ
れ
た
と
き
は
と
て
も

う
れ
し
く
て
、疲
れ
が
達
成
感
に
変
わ
り
ま
し
た
。

―

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
魅
力
は
な
ん
で
し
ょ
う
？

　
教
師
を
目
指
す
人
な
ら
取
り
組
ん
だ
方
が
い
い
と

思
い
ま
す
。実
習
だ
け
で
は
学
べ
な
い
こ
と
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
は
学
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。な
に
よ
り
、

た
く
さ
ん
の
人
と
交
流
で
き
る
こ
と
が
一
番
の
魅
力

だ
と
思
い
ま
す
。

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　伊
藤 

千
晶
さ
ん
へ
の

　
　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
よ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
に
関
わ
る
機
会
を
増
や
し
て
将
来
の
夢

に
役
立
た
せ
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

通
し
て
子
ど
も
た
ち
へ
の
接
し
方
が
分
か
り
、次
は

こ
う
し
よ
う
！
　
今
度
は
こ
れ
を
！
　
と
学
び
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
ね
。

―

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
ん
で
よ
か
っ
た
な
と
思

う
瞬
間
は
あ
り
ま
す
か
？

　
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
と
ス
タ
ッ

フ
さ
ん
と
顔
な
じ
み
に
な
り
、重
要
な
役
割
を
与
え

ら
れ
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

―

取
り
組
む
前
と
取
り
組
ん
だ
後
で
は
何
か
気
持

ち
の
違
い
が
あ
り
ま
し
た
か
？

　
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
と
そ
の
地
域

の
良
さ
に
気
が
付
く
こ
と
が
で
き
、そ
の
地
域
が
好

き
に
な
り
ま
し
た
ね
。こ
れ
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
魅
力

だ
と
思
い
ま
す
。

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
は
、釧
路
校
で
多
種
多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
て
い
る
、三
年
生
の
斉
藤
柊
一
さ
ん
、

堀
口
純
平
さ
ん
、二
年
生
の
伊
藤
千
晶
さ
ん
、一
年

生
の
白
﨑
清
楓
さ
ん
と
幅
広
い
学
年
の
方
々
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　斉
藤 

柊
一
さ
ん
へ
の

　
　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―

な
ぜ
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
行
こ
う
と
思
っ
た
の
で
す

か
？

　
大
学
内
の
掲
示
板
に
ポ
ス
タ
ー
が
あ
っ
た
の
を
見

て
、「
な
ん
か
楽
し
そ
う
！
」と
思
い
参
加
し
ま
し

た
。春
休
み
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
行
こ
う
と
決
め

ま
し
た
。

―

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
何
を
持
っ
て
い
き
ま
し
た
か
？

　
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
の
中
は
文
房
具
を
パ
ン
パ
ン
に
詰

め
て
い
き
ま
し
た
。文
房
具
が
足
り
な
い
状
況
の
た

め
、友
人
か
ら
譲
り
受
け
た
鉛
筆
や
自
分
で
も
使
っ

て
い
た
鉛
筆
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
き
ま
し
た
ね
。そ

れ
と
、向
こ
う
で
遊
ぼ
う
と
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
も
持
っ

て
い
っ
た
ら
バ
ッ
グ
の
中
は
パ
ン
パ
ン
で
し
た
ね
。し
か

し
、持
っ
て
い
っ
た
も
の
は
す
べ
て
役
に
立
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

―

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
取
り
組
ん
だ
活
動
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
小
学
一・二
年
生
と
四
・
五
年
生
の
ク
ラ
ス
に
入
り

実
際
に
授
業
を
し
た
り
、丸
付
け
を
し
た
り
、子
ど

も
と
遊
ん
だ
り…

。話
さ
れ
て
い
る
言
語
は
全
く
分

か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、や
っ
ぱ
り
世
界
中
の
子
ど
も

は
一
緒
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。先
生
が
子
ど
も
を
静

か
に
さ
せ
る
の
も
日
本
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
で
す
。

活
動
を
通
し
て
、自
分
の
無
力
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

け
れ
ど
、異
文
化
を
肌
で
感
じ
全
部
を
知
り
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　堀
口 

純
平
さ
ん
へ
の

　
　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
む
友
人
に
誘
わ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、そ
れ
と
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
も
学
び

た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。

―

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
む
前
と
取
り
組
ん
だ
後

で
何
か
気
持
ち
の
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

　
今
ま
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
な
ん
と
な
く「
や
っ
て

あ
げ
る
も
の
」だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、実
際
に
体

験
し
て
み
る
と「
や
ら
せ
て
も
ら
う
」と
い
う
姿
勢
の

方
が
正
し
い
と
思
い
ま
し
た
。「
慈
善
活
動
」と
い
う

よ
り
か
は「
自
分
で
や
り
た
い
か
ら
や
っ
て
い
る
」と
い

う
方
が
色
は
強
い
で
す
ね
。

―

心
に
残
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
今
年
五
月
に
行
っ
た
東
日
本
復
興
支
援
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
か
ね
。な
ん
で
も
見
な
き
ゃ
分
か
ら
な

い
と
思
い
始
め
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。自
分
の
価
値
観
を
大
き
く

変
え
た
き
っ
か
け
に
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
た
ね
。

―

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　白
﨑 

清
楓
さ
ん
へ
の

　
　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―

参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
六
月
に
ネ
イ
パ
ル
厚
岸
で
あ
っ
た
低
学
年
の
小
学

生
が
参
加
す
る「
は
じ
め
て
の
お
泊
り
」に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。こ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
寮
の
友
達
や
先
輩
に
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。

―

印
象
に
残
る
出
来
事
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
一
泊
二
日
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
疲
れ
ま
↖

01

0203

04

渡辺 有紀
（わたなべ ゆき）
釧路校・教員養成課程・
学校カリキュラム開発専攻２年

Interviewer

実は私…ボランティアに一度も参加したことがあ
りません！　しかしこのインタビューを通してそん
なに参加しづらいものではないということが分か
りました。私もボランティアやりたい！　皆さんも
やりたくなってきましたか？

インタビュアーの声
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研  究
ファ イル

人間が生きていく中で「食」というものは欠かすこと
ができません。しかし、その欠かすことのできない
食を取り巻く環境はここ数十年の間で複雑化の様相
を呈しています。ではなぜ複雑化しているのか、私
たちの食を将来にわたって守っていくためにはどの
ようなことが必要なのか。今、食を見つめなおす研
究が求められています。

1987年生まれ。佐賀県鹿島市で生まれ育ち、大学は京都教育大学、

大学院は筑波大学大学院に進学。専門は農業地理学で、特に「農

産物流通とその担い手」に強い関心を持ち研究を行っている。

また近年は「食品ロスの削減とフードバンク団体の活動」とい

う新しいテーマにも取り組んでいる。

Presenter

旭川校・教員養成課程・社会科教育専攻

栗林 賢（くりばやし けん）先生
旭川校講師

PROFILE

農産物流通から見える
「食」の現在

私
た
ち
の「
食
」

現
在
、私
た
ち
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
野
菜
や

果
物
と
い
っ
た
様
々
な
種
類
の
農
産
物
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、も
ち
ろ
ん
買
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。し
か
し
、多
く
の
場
合
、誰
が
そ
れ
を
作
っ

た
の
か
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。さ
ら
に
言
う
と
、

誰
が
ど
の
よ
う
に
し
て
、生
産
者
の
も
と
か
ら
ス
ー

パ
ー
に
運
ん
だ
の
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
、

近
年
は
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
導
入
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、農
産
物
の
流
通
過
程
を
把
握
す
る
試
み

は
な
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
で
も
現
状
、私
た
ち
が
消

費
す
る
多
く
の
農
産
物（
そ
れ
に
関
わ
る
人
々
）で
は

あ
る
種
の
匿
名
性
が
保
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
別
に
誰
が
作
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
く
て
も
食
に
は

困
っ
て
い
な
い
か
ら
気
に
し
な
く
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い

か
、と
い
う
意
見
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

本
当
に
そ
れ
で
い
い
の
か
改
め
て
考
え
る
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。な
ぜ
な
ら
、誰
が
作
っ
た
か
、誰
が
運

ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、も
し
そ
の
誰
か

が
何
か
を
理
由
に
い
な
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
、私
た
ち

の
享
受
す
る「
食
」は
成
り
立
た
な
く
な
る
か
ら
で

す
。高
度
に
流
通
シ
ス
テ
ム
が
発
達
を
し
て
い
る
現

在
、匿
名
の
誰
か
が
担
う
役
割
は
私
た
ち
の
食
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
な
が
ら
も
、そ
の
匿

名
性
と
専
門
性
ゆ
え
に
代
替
性
の
低
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、農
産
物
の
流
通
シ
ス
テ
ム

を
正
確
に
把
握
し
、誰
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
増
し
て

い
る
の
で
す
。で
は
実
際
に
把
握
す
る
こ
と
で
ど
の

よ
う
な
世
界
が
見
え
て
く
る
の
か
、次
節
で
リ
ン
ゴ

を
例
に
話
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

リ
ン
ゴ
か
ら
見
え
る
流
通
の
世
界

生
産
者
か
ら
リ
ン
ゴ
を
荷
受
け
、県
内
外
の
卸
売
市

場
や
小
売
店
に
リ
ン
ゴ
を
供
給
し
て
い
ま
す
。青
森

県
か
ら
リ
ン
ゴ
を
出
荷
す
る
主
体
は
大
き
く
分
け
て

こ
の
集
出
荷
業
者
と
Ｊ
Ａ（
農
業
協
同
組
合
）の
二
つ

に
な
り
ま
す
が
、集
出
荷
業
者
が
一
年
を
通
し
た
出

荷
の
中
心
に
い
ま
す（
も
ち
ろ
ん
、Ｊ
Ａ
も
一
年
を
通

し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
が
、集
出
荷
業
者
ほ
ど
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）。な
ぜ
か
と
い
う
と
、集
出
荷
業
者
は

Ｃ
Ａ
貯
蔵
庫
と
い
う
設
備
を
多
く
有
し
て
い
る
か
ら

で
す
。Ｃ
Ａ
貯
蔵
庫
と
は
ざ
っ
く
り
言
う
と
、リ
ン
ゴ

の
鮮
度
を
長
持
ち
さ
せ
る
貯
蔵
庫
で
す
。こ
の
貯
蔵

庫
が
な
け
れ
ば
、他
産
地
と
同
じ
よ
う
に
、三
月
頃

ま
で
し
か
出
荷
で
き
な
い
状
態
と
な
り
ま
す
。こ
の

集
出
荷
業
者
に
よ
る
Ｃ
Ａ
貯
蔵
庫
へ
の
投
資
が
今
、

一
年
を
通
し
て
リ
ン
ゴ
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、私
た
ち
が
一
年
を
通
し
て
当
た
り

前
に
消
費
で
き
て
い
る
リ
ン
ゴ
は
、青
森
県
に
立
地

す
る
集
出
荷
業
者
に
よ
る
Ｃ
Ａ
貯
蔵
庫
へ
の
投
資
と

い
う
特
定
の
地
域
に
存
在
す
る
特
定
の
主
体
の
特

定
の
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。し
か

し
、そ
の
集
出
荷
業
者
の
活
動
基
盤
は
決
し
て
安
泰

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。現
在
、集
出
荷
業
者
は
リ

ン
ゴ
の
価
格
低
迷
、生
産
量
の
低
下
に
よ
り
、激
し
い

生
存
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、そ
の
数
は
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。も
し
こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続

け
ば
、い
つ
か
リ
ン
ゴ
を
一
年
を
通
し
て
食
べ
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の「
食
」を
考
え
る

の
よ
う
に
農
産
物
流
通
の
現
実
を
目
の
当

た
り
に
す
る
と
、高
度
な
流
通
シ
ス
テ
ム
を

利
用
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
良
く
な
い
こ
と
の
よ
う
に

感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、残
念
な
が
ら
、

私
た
ち
の「
食
」は
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
逸
脱
し
て
存
在

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
レ
ベ
ル
に
ま
で
達
し
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、近
年
は
直
売
所
の
乱
立
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、生
産
者
と
消
費
者
の
距
離
を

近
づ
け
る
動
き
も
強
ま
っ
て
い
ま
す
。だ
け
ど
も
、そ

れ
は
一
部
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。お
そ
ら
く
こ
れ
か
ら

先
も
、現
状
の
シ
ス
テ
ム
に
依
存
す
る
し
か
な
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、私
た
ち
は
常
に
身
近

に
あ
る「
食
」と
い
う
も
の
の
在
り
方
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
す
。

収穫を待つリンゴたち

私
た
ち
の「
食
」

現
在
、私
た
ち
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
野
菜
や

果
物
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
農
産

物
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、も
ち
ろ
ん
買
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。し
か
し
、多
く
の
場
合
、誰
が
そ

れ
を
作
っ
た
の
か
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。さ
ら

に
言
う
と
、誰
が
ど
の
よ
う
に
し
て
、生
産
者
の
も

と
か
ら
ス
ー
パ
ー
に
運
ん
だ
の
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、近
年
は
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
導
入

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、農
産
物
の
流
通
過
程
を

把
握
す
る
試
み
は
な
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
で
も
現

状
、私
た
ち
が
消
費
す
る
多
く
の
農
産
物（
そ
れ
に

関
わ
る
人
々
）で
は
あ
る
種
の
匿
名
性
が
保
持
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
別
に
誰
が
作
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
く
て
も
食
に
は

困
っ
て
い
な
い
か
ら
気
に
し
な
く
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い

か
、と
い
う
意
見
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

本
当
に
そ
れ
で
い
い
の
か
改
め
て
考
え
る
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。な
ぜ
な
ら
、誰
が
作
っ
た
か
、誰
が

運
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、も
し
そ
の

誰
か
が
何
か
を
理
由
に
い
な
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
、

私
た
ち
の
享
受
す
る「
食
」は
成
り
立
た
な
く
な
る

か
ら
で
す
。高
度
に
流
通
シ
ス
テ
ム
が
発
達
を
し
て

い
る
現
在
、匿
名
の
誰
か
が
担
う
役
割
は
私
た
ち
の

食
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
な
が
ら
も
、

そ
の
匿
名
性
と
専
門
性
ゆ
え
に
代
替
性
の
低
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、農
産
物
の
流

通
シ
ス
テ
ム
を
正
確
に
把
握
し
、誰
が
ど
の
よ
う
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
の
重

要
性
が
増
し
て
い
る
の
で
す
。で
は
実
際
に
把
握
す

る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
世
界
が
見
え
て
く
る
の
か
、

次
節
で
リ
ン
ゴ
を
例
に
話
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

リ
ン
ゴ
か
ら
見
え
る
流
通
の
世
界

ン
ゴ
は
ミ
カ
ン
と
並
ん
で
日
本
の
二
大
果

樹
と
呼
ば
れ
、そ
の
地
位
を
確
固
た
る
も

の
に
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、当
た
り
前
に
買
う
こ

と
が
で
き
る
リ
ン
ゴ
が
ど
こ
か
ら
誰
の
手
に
よ
っ
て

運
ば
れ
て
く
る
の
か
を
知
る
人
は
そ
う
多
く
な
い

と
思
い
ま
す
。こ
こ
で
は
私
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
の

成
果
か
ら
か
い
つ
ま
ん
で
、リ
ン
ゴ
の
流
通
の
実
態

と
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。そ
の
際
に
、リ
ン
ゴ
の
流
通
を
消
費
側
か
ら

迫
っ
て
い
き
ま
す
。そ
う
す
る
こ
と
で
、消
費
者
で

あ
る
私
た
ち
の
目
線
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
た
か
ら
で
す
。

　
ま
ず
、私
た
ち
が
消
費
し
て
い
る
リ
ン
ゴ
は
一
年

間
を
通
し
て
、ス
ー
パ
ー
な
ど
で
買
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。品
種
は
主
に
ふ
じ
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
メ
イ

ン
で
、そ
の
他
、多
様
な
品
種
が
常
に
陳
列
棚
に
置

か
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。一
年
中
売
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、一
年
中
リ
ン
ゴ
が
収
穫
で
き
て
い
る

か
と
い
う
と
、そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。リ
ン
ゴ
の
収

穫
時
期
は
産
地
に
よ
っ
て
多
少
の
差
異
は
あ
り
ま

す
が
、概
ね
八
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
期
間
に
な
り

ま
す
。つ
ま
り
、前
述
の
期
間
に
収
穫
さ
れ
た
も
の

を
一
年
の
中
で
供
給
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
次
に
産
地
別
の
リ
ン
ゴ
の
供
給
時
期
を
確
認
す

る
と
、実
は
一
年
を
通
し
て
リ
ン
ゴ
を
供
給
し
て
い

る
の
は
青
森
県
だ
け
で
す
。ほ
か
に
も
長
野
県
や

東
北
各
県
が
主
要
な
リ
ン
ゴ
産
地
で
は
あ
る
の
で

す
が
、そ
れ
ら
の
産
地
は
八
月
か
ら
長
く
て
も
三

月
頃
ま
で
し
か
リ
ン
ゴ
を
出
荷
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
か
ら
、私
た
ち
が
一
年
間
リ
ン
ゴ
を
消
費

で
き
る
の
は
青
森
県
あ
っ
て
こ
そ
と
も
い
え
ま
す
。

さ
ら
に
い
う
と
、青
森
県
は
国
内
の
リ
ン
ゴ
の
収
穫

量
の
お
よ
そ
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
強
を
毎
年
占
め
て

お
り
、量
的
に
も
リ
ン
ゴ
の
供
給
の
中
心
は
青
森

県
で
す
。

　
で
は
、青
森
県
で
生
産
さ
れ
た
リ
ン
ゴ
を
誰
が
一

年
を
通
し
て
出
荷
し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、主
に

集
出
荷
業
者
と
呼
ば
れ
る
民
間
企
業
で
す
。彼
ら

は
生
産
者
か
ら
リ
ン
ゴ
を
荷
受
け
し
、県
内
外
の

卸
売
市
場
や
小
売
店
に
リ
ン
ゴ
を
供
給
し
て
い
ま

す
。青
森
県
か
ら
リ
ン
ゴ
を
出
荷
す
る
主
体
は
大

き
く
分
け
て
こ
の
集
出
荷
業
者
と
Ｊ
Ａ（
農
業
協

同
組
合
）の
二
つ
に
な
り
ま
す
が
、集
出
荷
業
者
が

一
年
を
通
し
た
出
荷
の
中
心
に
い
ま
す（
も
ち
ろ
ん
、

Ｊ
Ａ
も
一
年
を
通
し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
が
、集
出

荷
業
者
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。な
ぜ
か
と
い
う

と
、集
出
荷
業
者
は
Ｃ
Ａ
貯
蔵
庫
と
い
う
設
備
を

多
く
有
し
て
い
る
か
ら
で
す
。Ｃ
Ａ
貯
蔵
庫
と
は

ざ
っ
く
り
言
う
と
、リ
ン
ゴ
の
鮮
度
を
長
持
ち
さ
せ

る
貯
蔵
庫
で
す
。こ
の
貯
蔵
庫
が
な
け
れ
ば
、他

産
地
と
同
じ
よ
う
に
、三
月
頃
ま
で
し
か
出
荷
で

き
な
い
状
態
と
な
り
ま
す
。こ
の
集
出
荷
業
者
に

よ
る
Ｃ
Ａ
貯
蔵
庫
へ
の
投
資
が
今
、一
年
を
通
し
て

リ
ン
ゴ
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、私
た
ち
が
一
年
を
通
し
て
当
た
り

前
に
消
費
で
き
て
い
る
リ
ン
ゴ
は
、青
森
県
に
立
地

す
る
集
出
荷
業
者
に
よ
る
Ｃ
Ａ
貯
蔵
庫
へ
の
投
資

と
い
う
、特
定
の
地
域
に
存
在
す
る
特
定
の
主
体

の
特
定
の
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。し
か
し
、そ
の
集
出
荷
業
者
の
活
動
基
盤
は

決
し
て
安
泰
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。現
在
、集

出
荷
業
者
は
リ
ン
ゴ
の
価
格
低
迷
、生
産
量
の
低

下
に
よ
り
、激
し
い
生
存
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
数
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。も
し
こ

の
ま
ま
の
状
況
が
続
け
ば
、い
つ
か
リ
ン
ゴ
を
一
年

を
通
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の「
食
」を
考
え
る

の
よ
う
に
農
産
物
流
通
の
現
実
を
目
の
当

た
り
に
す
る
と
、高
度
な
流
通
シ
ス
テ
ム

を
利
用
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
良
く
な
い
こ
と
の
よ

う
に
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、残
念
な

が
ら
、私
た
ち
の「
食
」は
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
逸
脱
し

て
存
在
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
レ
ベ
ル
に
ま
で
達
し

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、近
年
は
直
売
所

の
乱
立
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、生
産
者
と
消
費

者
の
距
離
を
近
づ
け
る
動
き
も
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

だ
け
れ
ど
も
、そ
れ
は
一
部
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。お

そ
ら
く
こ
れ
か
ら
先
も
、現
状
の
シ
ス
テ
ム
に
依
存

す
る
し
か
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
は
常
に
身
近
に
あ
る「
食
」と
い
う
も
の
の

在
り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

今

リこ

集出荷業者の保有するCA貯蔵庫（内部）

JAの大規模な選果機

CA貯蔵庫の外観
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教職大学院長からの
メッセージ

インタビュアーの声

宮
渡
御
祭
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

（
写
真
４
）男
子
は
神
輿
を
担
ぎ
、

女
子
は
山
車
引
き
を
担
当
し
ま
す
。

ゼ
ミ
生（
四
年
）　
神
輿
は
と
て
も

重
く
て
、担
ぎ
な
が
ら
一
〇
㎞
以
上

を
歩
き
ま
す
。き
つ
い
で
す
が
、み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。北
海
道
大
学
や
北
海
道
情

報
大
学
の
学
生
も
参
加
す
る
の
で
、

他
大
学
生
と
の
触
れ
合
い
も
楽
し

め
ま
す
。

―

古
地
先
生
の
モ
ッ
ト
ー
は
何
で

す
か
？

古
地
先
生
　
モ
ッ
ト
ー
で
す
か
？

（
笑
）ゼ
ミ
生
に
対
し
て
は「
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
を
持
て
」で

す
。入
っ
て
く
る
情
報
を
鵜
呑
み
に

せ
ず
、批
判
的
に
検
討
す
る
力
を

付
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

批
判
を
恐
れ
ず
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
合
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。個

人
攻
撃
は
い
け
ま
せ
ん
が
、ア
イ

デ
ィ
ア
の
批
判
を
楽
し
み
な
が
ら

互
い
に
高
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

自
分
の
モ
ッ
ト
ー
は「
後
悔
し
な
い

人
生
を
送
る
」で
す
。こ
れ
は
ゼ
ミ

生
に
も
い
え
ま
す
が
、失
敗
を
恐
れ

ず
に
何
事
に
も
挑
戦
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
で
す
。殻
の
中
に
閉
じ
こ
も
る

の
で
は
な
く
、関
心
が
あ
れ
ば
あ
え

て
自
分
の
居
心
地
の
悪
い
と
こ
ろ

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

函 館
地域に対して活発なアプローチを行っていることで学内でも有名な函館校・
国際地域学科・地域協働専攻・地域政策グループの古地順一郎准教授の
ゼミにお邪魔しました。２年生７人、３年生５人、４年生７人の計19人で構成
されるこのゼミでは、どのような研究や活動が行われているのでしょうか？　
古地先生とゼミ生にインタビューしました！

堀江 音名
（ほりえ ねな）
函館校・国際地域学科・
地域協働専攻・
国際協働グループ３年

Interviewer

古地先生のゼミには何人か知り合
いがいて、いつも自分らしさを発
揮してさまざまな活動に励む方が多
い印象でした。今回のインタビュー
で古地ゼミ生の背景には、古地先
生のモットーがあるのだなと感じま
した。自分自身も残りの学生生活
を「後悔がないように」活動しよう
と思う良い機会になりました。

山邉 瑞穂
（やまべ みずほ）
函館校・国際地域学科・
地域教育専攻２年

Interviewer

ゼミの雰囲気としては、とても楽し
そうな印象を持ちました。古地先
生もゼミ生もお互い言いたいこと
を言えるような関係性はすばらしい
と思いました。古地ゼミの皆さん、
これからも地域の活性化に向けて
がんばってください！

インタビュアーの声

函
館
校
一
ア
ク
テ
ィ
ブ
!?

地
域
の
お
祭
り
に
参
加
す
る
ゼ
ミ
と
は…

…

？

ま
す
。ま
た
、と
て
も
豊
富
な
知
識

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
の
に
、謙
虚
で
い

ら
っ
し
ゃい
ま
す
。

古
地
先
生
　「
実
る
ほ
ど
頭
を
垂

れ
る
稲
穂
か
な
」

ゼ
ミ
生（
一
同
）　
お
ぉ
〜
!!!

ゼ
ミ
生（
二
年
）　
私
は
ま
だ
ゼ
ミ
に

入
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、数
々
の
レ

ポ
ー
ト
を
書
い
た
お
か
げ
で
今
は
二

千
字
書
く
こ
と
も
余
裕
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。古
地
ゼ
ミ
で
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

古
地
先
生
、古
地
ゼ
ミ
の
皆
さ
ん
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

―

ど
の
よ
う
な
研
究
を
し
て
い
る

ゼ
ミ
な
の
で
し
ょ
う
か
？

古
地
先
生
　
地
域
の
政
治
や
、政

策
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。私
自

身
は
、カ
ナ
ダ
政
治
、多
文
化
共
生
、

移
民
政
策
に
つ
い
て
主
に
研
究
し
て

き
ま
し
た
。函
館
校
に
着
任
し
て
か

ら
は
、地
域
創
生
や
多
様
性
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。

―

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
か
？

古
地
先
生
　
二
年
生
に
は
方
法
論

や
入
門
レ
ベ
ル
の
文
献
を
読
む
こ
と

で
政
策
研
究
の
基
礎
を
つ
け
て
も

ら
い
、三
年
生
に
は
政
策
研
究
の
よ

り
専
門
的
な
論
文
を
読
ん
で
も
ら

い
ま
す
。課
題
と
し
て
は
、毎
週
千

五
百
字
の
要
約
と
批
判
的
検
討
を

課
し
て
い
ま
す
。論
理
的
思
考
力

を
養
う
た
め
に
は
書
く
こ
と
が
大

事
だ
と
考
え
課
題
を
出
し
て
い
ま

す
が
、み
ん
な
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

課
外
活
動
と
し
て
は
、江
差
町
を

主
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、江
差
町
の

課
題
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、毎
年
八
月
九
〜

十
一
日
に
開
催
さ
れ
る
姥
神
大
神

―

今
の
学
生
に
言
い
た
い
こ
と
は

何
で
す
か
？

古
地
先
生
　
一
歩
前
に
出
て
ほ
し
い
。

ゼ
ミ
生
は
二
歩
前
に
。変
に
小
さ
く

丸
く
な
ら
な
い
で
！
　
失
敗
を
恐

れ
な
い
で
！
　
ダ
メ
で
も
と
も
と
、

と
に
か
く
行
動
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

―

ゼ
ミ
生
の
皆
さ
ん
は
古
地
先
生

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
印
象
を
持
っ

て
い
ま
す
か
？
　
ま
た
、古
地
ゼ
ミ

の
良
い
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
？

ゼ
ミ
生（
四
年
）　
古
地
先
生
は
私

た
ち
の
こ
と
を
本
当
に
よ
く
考
え
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
と
て

も
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ

命
や
人
権
を
大
切
に
し
、

真
摯
な
生
き
方
を
。

教職大学院長 

井門 正美 先生
（いど まさみ）

群馬県出身。博士（教育学） 〈筑波大

学〉。2015年４月に秋田大学から本

学に転任、同年10月より院長に就任。

専門は学校教育学、社会系教科教育

学、社会システム論。

井門研究室HP
http://www.ido-labo.com/

命の教育プロジェクトHP
http://www.ido-labo.com/edu4life/

PROFILE

“大魔神博士”という異名をお
持ちの教職大学院長、井門正
美先生。教育へのお考えを始
め、ご自身の学生時代や趣味
など多岐にわたる質問に丁寧
に答えてくださいました。

お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

A
役
割
体
験
学
習
と
は
、「
学
習
者
が
考
察
対
象
を

理
解
し
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
あ
る
役
割
を

担
っ
て
行
う
体
験
学
習
」で
す
。実
習
、車
椅
子
体

験
、模
擬
裁
判
な
ど
、実
地
体
験
も
模
擬
体
験
も

大
い
に
活
用
し
ま
す
。秋
田
の
小
学
校
で
は
、激
減

し
た
ハ
タ
ハ
タ
の
漁
獲
量
が
漁
業
関
係
者
の
努
力
で

回
復
し
た
話
を
題
材
に
、児
童
に
漁
業
関
係
者
の

役
割
体
験
で
討
論
さ
せ
、授
業
は
白
熱
し
ま
し
た
。

社
会
科
で
第
一
次
産
業
を
扱
う
時
、高
齢
化
や
衰

退
等
の
問
題
を
挙
げ
て
お
先
真
っ
暗
な
授
業
に
な

り
が
ち
で
す
が
、人
々
の
努
力
や
工
夫
で
未
来
を
拓

く
と
い
う
内
容
が
必
要
で
す
。エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に

よ
る
地
域
衰
退
や
北
方
領
土
問
題
な
ど
、北
海
道

に
は
多
く
の
重
要
な
題
材
が
あ
る
の
で
、役
割
体
験

に
よ
る
授
業
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
我
々
教
育
大
生
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
、教
育
実
習

と
い
う
役
割
体
験
学
習
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

A
実
習
で
は
身
な
り
や
挨
拶
な
ど
の
社
会
的
な
マ

ナ
ー・
常
識
、教
師
の
基
礎
基
本
が
問
わ
れ
ま
す
。本

物
の
現
場
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
う
と
い
う
立
場
を

弁
え
、一
人
の
教
師（
役
割
体
験
）と
し
て
誠
実
に
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。教
育
は
重
要
な
社
会
的
機
能

で
す
か
ら
、教
師
を
目
指
す
人
は
勿
論
、教
師
以
外

の
道
に
進
む
人
で
も
真
剣
な
役
割
体
験
は
き
っ
と

役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

Q
多
く
の
ご
趣
味
が
お
あ
り
だ
そ
う
で
す
が
、そ

れ
に
つ
い
て
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

A
昔「
城
み
ち
る
そ
っ
く
り
シ
ョ
ー
」と
い
う
番
組
に

出
た
こ
と
も
あ
り
、歌
や
踊
り
は
大
好
き
で
す
。好
き

な
歌
手
は
忌
野
清
志
郎
さ
ん
、玉
置
浩
二
さ
ん
、井

上
陽
水
さ
ん
、北
島
三
郎
さ
ん
、Ｃ
＆
Ｋ
さ
んｅ
ｔ
ｃ.

。

清
志
郎
さ
ん
は
知
り
合
い
で
、故
人
と
な
っ
た
今
で
も

私
や
家
族
に
と
っ
て
大
切
な
存
在
で
す
。写
真
や
動

画
を
撮
る
の
も
好
き
で
、風
景
や
大
学
院
の
様
子
な

ど
を
撮
っ
て
い
ま
す
。教
職
大
学
院
の
広
報
誌（
二
〇

一八
）に
も
私
の
撮
っ
た
写
真
が
結
構
載
っ
て
い
ま
す
。

Q
最
後
に
大
魔
神
博
士
か
ら
学
生
へ
向
け
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

A
大
魔
神
は
私
の
好
き
な
映
画
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、

優
し
い
表
情
の
武
人
埴
輪
が
怒
る
と
恐
ろ
し
い
形

相
に
な
る
、そ
の
変
化
が
好
き
で
す
。他
人
へ
の
思
い

や
り
や
優
し
さ
、理
不
尽
な
こ
と
へ
の
怒
り
や
厳
し

さ
は
教
師
に
も
通
じ
る
の
で
は
と
勝
手
に
解
釈
し

て
い
ま
す
。学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、命
や
人
権
を
大

切
に
し
、自
己
実
現
を
図
る
こ
と
が
社
会
全
体
の
公

共
善
に
向
か
う
よ
う
、真
摯
に
生
き
て
ほ
し
い
で
す
。

Q
井
門
先
生
の
大
学
時
代（
特
に
学
部
生
の
時
）

の
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

A
早
稲
田
大
学
で
は
永
安
幸
正
先
生
の
下
で
社
会

シ
ス
テ
ム
論
を
専
攻
し
ま
し
た
。後
に
私
の
博
論
草

稿
を
先
生
が
読
ま
れ
、沢
山
の
付
箋
入
り
で
コ
メ
ン

ト
を
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
は
、感
服
し
ま
し
た
。サ
ー

ク
ル
は
早
大
金
春（
こ
ん
ぱ
る
）会（
能
楽
）に
所
属

し「
田
村
」の
シ
テ
を
演
じ
ま
し
た
。そ
の
後
、学
士

編
入
学
し
た
立
教
大
学
で
は
、理
論
社
会
学
の
下

田
直
春
先
生
の
下
で
卒
論『
恩
と
義
理
』を
書
き
ま

し
た
。下
田
先
生
は
卒
論
を「
力
作
で
あ
る
。将
来

本
に
す
る
よ
う
に
」と
評
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

Q
教
員
生
活
の
後
、研
究
へ
の
道
を
目
指
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
す
が
、当
時
の
話
を
詳
し
く
お
聞
き

し
た
い
で
す
。

A
転
任
の
大
規
模
中
学
校
は
大
変
荒
れ
て
お
り
、そ

の
た
め
に
校
則
は
厳
し
く
、人
権
侵
害
と
言
え
る
も

の
も
あ
り
ま
し
た
。小
学
校
か
ら
移
っ
た
私
は
学
校

や
自
ら
の
指
導
に
矛
盾
を
感
じ
、こ
の
矛
盾
を
克
服

す
る
た
め
に
研
究
の
道
に
進
み
ま
し
た
。妻
が
後
押

し
し
て
く
れ
た
こ
と
は
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
し
た
。

Q
役
割
体
験
学
習
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
で
す
。

北
海
道
の
子
ど
も
た
ち
が
生
き
る
力（
社
会
的
実

践
力
）を
培
う
こ
と
が
で
き
る
実
践
に
つ
い
て
、

昨
今
は
、柔
和
な
武
人
埴
輪
が
大
魔
神
に
な
っ
て
暴

れ
出
し
そ
う
な
社
会
情
勢
で
す
。そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、

主
権
者
と
し
て
の
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
意
識
と
行

動
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

井門先生はとても明るくてユーモアのある
優しい方でした。今回してくださったお話
は、教育大生としての自分を見つめ直す契
機になりました。

天野 美代子
（あまの みよこ）
札幌校・教員養成課程・
理数教育専攻・
算数 · 数学分野３年

Interviewer

能を舞う井門先生

井門先生撮影

井門先生と大魔神像

写真2
国際地域学科・地域政策グループ
古地 順一郎 准教授

写真1 ゼミの様子

写真3
ゼミ生と古地先生への
インタビューの様子

写真4 江差姥神大神宮祭での活動

わ
き
ま

こ
う
べ

は
に
わ
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岩見沢

小原 ハナコ
（こばら はなこ）
岩見沢校・芸術･スポーツ文化学科・
芸術･スポーツビジネス専攻・
アートマネージメント音楽研究室３年

Interviewer

以前からお客さんとしてだけでなく演奏者
として参加してみても、とても魅力的な演
奏会だと感じていたので、今回さらに裏側
の部分も掘り下げることができてよかった
です！　今後の演奏会がさらに楽しみになり
ました。少しでも多くの人に魅力を知っても
らって、定期演奏会に足を運んでいただけ
たらと思います。

インタビュアーの声

札 幌

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
で
高
得
点
！ 

専
攻
は
理
科
で
英
語
も
得
意

！？

「
学
び
」を
追
究
し
続
け
る
学
生
の
お
話

す
か
？

　
厚
い
本
で
は
な
く
、模
試
な
ど
で

引
用
さ
れ
て
い
て
興
味
を
持
っ
た
文

献
や
資
料
、作
品
を
図
書
館
な
ど

で
探
し
て
読
ん
で
い
ま
し
た
。

―

な
る
ほ
ど
。模
試
で
読
ん
で
終

わ
り
、で
は
な
く
興
味
を
持
っ
た
ら

追
究
す
る
と
い
う
姿
勢
が
コ
ツ
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
ま
た
、グ

ロ
ー
バ
ル
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｇ
Ｅ
Ｌ
プ
ロ
）に
も
参
加
さ
れ
て
い

る
と
か
。

　
は
じ
め
は
た
だ
英
語
を「
読
む
」

こ
と
が
好
き
で
留
学
な
ど
は
考
え

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、英
語
の

文
章
を
読
ん
で
い
る
う
ち
に「
自
分

も
英
語
を
話
す
人
と
会
話
で
き
た

ら
面
白
い
の
で
は
」と
思
う
よ
う
に

な
り
参
加
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

―

大
学
で
の
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
で
す

ね
。そ
れ
で
は
、英
語
以
外
に
も
好

き
な
教
科
は
あ
り
ま
す
か
？

　「
生
物
」で
す
。高
校
の
時
か
ら

好
き
だ
っ
た
生
物
を
違
う
視
点
か

ら
見
て
み
た
い
と
思
い
、現
在
で
は

地
学
科
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

―

一
度
距
離
を
置
き
、別
の
角
度
か

ら
見
て
み
る
。好
き
な
も
の
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
こ
と
で
す
ね
。

学
業
に
つ
い
て
の
話
題
が
続
き
ま
し

勉
強
す
る
上
で
の
工
夫
や
コ
ツ
は

あ
り
ま
す
か
？

　
英
語
の
文
章
、本
な
ど
の
長
文

を
読
む
の
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、

そ
こ
で
力
が
つ
い
た
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

―

海
外
文
学
を
読
ん
で
い
た
の
で

岩見沢校・芸術･スポーツ文化学科・音楽文化専攻・管弦打楽器コース３年

谷内 志織（たにうち しおり）さん

札幌校・教員養成課程・理数教育専攻・理科教育分野・地学グループ１年

新井 慧（あらい さとい）さん

北海道教育大学岩見沢校の音楽文化専攻が毎回開催している定期演奏
会。その総演奏者数は200人以上！　定期演奏会実行委員長である谷内
志織さんに表・裏側から見た演奏会のお話を聞いてきました！

岩
見
沢
校
音
楽
文
化
専
攻
の
学
生
が

全
員
で
つ
く
る
定
期
演
奏
会
と
は…

…

？？

披
露
す
る
曲
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

「
吹
奏
楽
」「
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」「
合
唱
」の
各

授
業
で
担
当
指
導
教
員
に
よ
る

合
奏
指
導
を
受
け
、練
習
し
て
い

ま
す
。

―

定
期
演
奏
会
の
魅
力
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
編
成
の
曲
を
楽

し
め
る
こ
と
で
す
！
　
吹
奏
楽
や

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、合
唱
な
ど
が

一つ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
聴
け
る
の

は
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

毎
年
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
出

さ
れ
る
ソ
リ
ス
ト
と
の
協
奏
曲

も
見
ど
こ
ろ
で
す
。
今
年
度

の
ソ
リ
ス
ト
は
フ
ル
ー
ト
、

チ
ュ
ー
バ
、ピ
ア
ノ
専
攻
の
学

生
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

―

定
期
演
奏
会
に
向
け
て
ど

―

定
期
演
奏
会
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
北
海
道
教
育
大
学
岩
見
沢
校

の
音
楽
文
化
専
攻
全
体
の
演
奏

会
で
、毎
年
十
二
月
に
岩
見
沢

（
ま
な
み
ー
る
岩
見
沢
市
民
会

館
）と
札
幌（
札
幌
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
Ｋ
ｉ
ｔ
ａ
ｒ
ａ
）の
二
カ
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
で
開
始

か
ら
九
回
目
を
迎
え
ま
す
。当
日

ん
な
準
備
を
行
っ
て
い
る
の
で
す

か
？

　
定
期
演
奏
会
実
行
委
員
が
中

心
と
な
っ
て
選
曲
か
ら
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
チ
ラ
シ
の
作
成
、広
報
活
動
、

会
計
、当
日
の
舞
台
転
換
な
ど
、

演
奏
会
の
企
画
・
運
営
ほ
ぼ
す
べ

て
の
準
備
を
学
生
で
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ⅲ
」と
い
う
授
業
の
一
環
と
し
て
道

内
の
小
・
中
学
校
に
案
内
状
を
郵

送
し
た
り
、直
接
届
け
に
行
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
に
も
タ

イ
ム
キ
ー
パ
ー
や
楽
譜
の
管
理
な

ど
た
く
さ
ん
の
仕
事
を
分
担
し
て
、

練
習
と
演
奏
会
運
営
を
両
立
さ

せ
て
い
ま
す
。

―

最
後
に
、実
行
委
員
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
今
年
度
は
十
二
月
十
二
日

（
火
）に
岩
見
沢
公
演
、十
二
月
十

三
日（
水
）に
札
幌
公
演
を
予
定

し
て
い
ま
す（
詳
細
は
下
段
）。毎

年
音
楽
文
化
専
攻
の
学
生
全
体

で
つ
く
り
上
げ
る
と
同
時
に
一
年

間
の
集
大
成
を
お
客
様
に
見
せ
る

大
切
な
場
で
も
あ
り
ま
す
。学
生

全
体
で
よ
い
演
奏
会
を
つ
く
る
の

で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！！

定期演奏会実行委員長の谷内志織さん

昨年度の様子。合唱曲は出演者の
ほぼ全員が舞台上に

リハーサルの様子

12月12日（火）　
入場無料（整理券配布）
まなみーる岩見沢市民会館

平成29年度北海道教育大学岩見沢校
芸術･スポーツ文化学科･音楽文化専攻 定期演奏会

■岩見沢公演
12月13日（水）　
入場料1,000円（全席自由・小学生以下無料）
札幌コンサートホールKitara

■札幌公演

連絡先：hokkyodai_iwa_music_teien@yahoo.co.jp

昔から「出る杭は打たれる」ということわざがありますが、今回は“飛びぬけた個
性を発揮している学生を紹介する”というコンセプトのもと、私たちは札幌校
で「打たれず」に素晴らしい個性を発揮している学生を調査しました。その中か
ら、TOEICで高得点をとったという１年生の新井さんにインタビューを行い、彼
なりの勉強法から活発なサークル活動までさまざまなお話を聞いてきました。

稲葉 拓紀
（いなば ひろき）
札幌校・教員養成課程・
言語･社会教育専攻・
国語教育分野２年

Interviewer

当初は「TOEIC でスゴい点数をとった１年
生がいる」という話を聞いていただけなの
で「どんな人なのかな」と思っていました
が、実際にお会いしてみると、とても話し
やすく謙虚で丁寧な人でした。お話しして
いる間も１年生とは思えないような落ち着
いた様子で、「学ぶ姿勢」についてのお話
はとても考えさせられるものでした。今後
４年間の彼の活躍に期待です。

インタビュアーの声

―

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
で
高
得
点
を
マ
ー
ク

し
た
と
い
う
新
井
さ
ん
で
す
が
、海

外
研
修
な
ど
の
経
験
が
お
あ
り
な

の
で
し
ょ
う
か
？

　
い
い
え
、あ
り
ま
せ
ん
。学
校
な
ど

で
の
勉
強
だ
け
で
す
。

―

意
外
で
す
。そ
れ
で
は
、英
語
を

た
が
、所
属
サ
ー
ク
ル
な
ど
課
外
活

動
に
つ
い
て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　「
サ
ー
ク
ル
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
」と

「
混
声
合
唱
団
」に
も
入
っ
て
い
ま

す
。小
学
三
年
生
か
ら
や
っ
て
い
る

チ
ュ
ー
バ
と
中
学
か
ら
始
め
た
合
唱

を
続
け
て
い
ま
す
。

―

長
年
、音
楽
も
好
き
な
の
で
す

ね
。ち
な
み
に
今
後
の
大
き
な
活

動
の
予
定
は
あ
り
ま
す
か
？

　
サ
ー
ク
ル
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
方
で

は
八
月
に
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
が
、

混
声
合
唱
団
で
は
他
キ
ャ
ン
パ
ス
と

開
催
す
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

が
あ
り
ま
す
。

―

そ
れ
ら
に
向
け
て
練
習
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
！
　
最
後
に
、新
井
さ

ん
の
今
後
の
大
学
生
活
の
目
標
、

そ
し
て
将
来
像
が
あ
れ
ば
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
社
会
に
出
て
し
ま
う
と
学
ぶ
機

会
と
い
う
の
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
の

で
、こ
の
四
年
間
は
で
き
る
だ
け
多

く
の
こ
と
を
学
び
、知
識
・
教
養
を

身
に
つ
け
た
い
で
す
。Ｇ
Ｅ
Ｌ
プ
ロ
に

参
加
し
た
の
も
、専
攻
科
目
を
学

び
な
が
ら
英
語
を
勉
強
で
き
る
な

ら
是
非
そ
う
し
た
い
、と
い
う
思
い

か
ら
で
し
た
。ま
た
、僕
は「
学
ぶ
こ

と
」が
好
き
な
の
で
、将
来
は
そ
の

魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
教
育

に
携
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
　

応
援
し
て
い
ま
す
。

インタビューに答えてくれた新井さん
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旭 川釧 路

味
だ
と
、釧
路
方
面
で
は
現
時
点

で
ス
ポ
ー
ツ
教
室
だ
け
に
な
り
ま

す
。で
す
が
、特
に
決
ま
り
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
、主
催
し
て

く
れ
る
Ｊ
ｕ
ｍ
ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
が
い
れ
ば
、

他
の
活
動
も
Ｊ
ｕ
ｍ
ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
主
導

で
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ス
ポ
ー

ツ
教
室
の
他
に
、農
業
体
験
や
料

理
教
室
、環
境
美
化
活
動
、防
犯

啓
発
活
動
、学
習
支
援
な
ど
の

ジ
ャ
ン
プ
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　
少
年
た
ち
と
年
齢
の
近
い
大
学

生
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
少
年
の
立

ち
直
り
支
援
活
動
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た
こ
と
が
始
ま
り

だ
そ
う
で
す
。

―

Ｊ
ｕ
ｍ
ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
で
行
わ
れ
て
い
る

活
動
は
ス
ポ
ー
ツ
教
室
以
外
に
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

佐
藤
さ
ん
　
Ｊ
ｕ
ｍ
ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
が
主

催
す
る
と
い
う
意

【
佐
藤
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】

―

Ｊ
ｕ
ｍ
ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
と
は
何
で
す
か
？

佐
藤
さ
ん
　
北
海
道
警
察
で
運

用
し
て
い
る
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
名
称
で
す
。正
式
に
は
、大
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
Ｊ
ｕ
ｍ
ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
」

と
い
い
ま
す
。
少
年
の
健
全
育
成

を
目
的
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

【
中
平
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】

―

こ
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
理

由
は
何
で
す
か
？

中
平
さ
ん
　
集
団
行
動
や
社
会

参
画
に
慣
れ
て
い
な
い
子
ど
も
に

一
歩
踏
み
出
す
き
っ
か
け
を
作
っ
て

ほ
し
い
か
ら
で
す
。さ
ま
ざ
ま
な
ス

ポ
ー
ツ
を
体
験
す
る
こ
と
を
通
し

て
、相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ

と
、自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ

と
、仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
の
楽

し
さ
を
知
り
、今
後
の
生
活
に
活

か
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
か
ら

で
す
。ち
な
み
に
、今
回
の
プ
チ
運

動
会
の
目
標
は「
協
力
」で
す
。

―

今
回
の
活
動
に
参
加
し
た
中

学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と

こ
ろ
、
８
割
以
上
の
生
徒
が
、

「
楽
し
か
っ
た
」と
答
え
、そ
の
多

く
が
、み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら

競
技
で
き
た
こ
と
が
楽
し
か
っ
た

と
答
え
て
い
ま
し
た
。こ
う
し
た

子
ど
も
た
ち
の
反
応
を
ど
う
感

じ
ま
す
か
？

中
平
さ
ん
　
少
し
で
も
私
た
ち
の

想
い
を
感
じ
取
っ
て
く
れ
た
子
が
い

て
く
れ
て
素
直
に
う
れ
し
い
で
す
。

ま
た
、そ
う
思
っ
て
く
れ
る
子
が
増

え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

―

こ
の
活
動
が
自
分
の
将
来
に

ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
か
？

中
平
さ
ん
　
一
番
は
子
ど
も
の
こ

と
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
。子
ど
も
た
ち
は
い
い
意
味
で
も

悪
い
意
味
で
も
表
情
を
顔
に
出
し

て
く
れ
る
の
で
、そ
れ
を
素
早
く

読
み
取
り
、ど
う
し
た
ら
み
ん
な
が

い
い
顔
を
し
て
く
れ
る
の
か
を
考

え
ら
れ
る
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。楽
し
い
！
　
み
ん
な

と
協
力
で
き
た
！
　
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
活
動（
授
業
）を
展

開
で
き
る
よ
う
な
教
師
に
な
る
一

歩
に
し
た
い
で
す
！

い
ま
し
た
。ま
た
、普
段
の
生
活
で
も

学
生
の
い
ろ
い
ろ
な
姿
を
知
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
教
育
実

習
で
も
担
当
教
員
に
言
わ
れ
る
こ

と
で「
昼
休
み
に
話
そ
う
」や「
部
活

に
顔
を
出
し
て
み
よ
う
」な
ど
と
言

わ
れ
る
が
、そ
う
い
う
こ
と
を
実
践

す
る
こ
と
で
普
段
見
ら
れ
な
い
学
生

の
様
子
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。そ

れ
っ
て
、教
員
に
と
っ
て
す
ご
く
大

切
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

―

笠
原
先
生
、最
後
に
今
後
の
五
月

祭
へ
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
私
の
体
が
動
く
限
り
、で
き
る
だ

け
長
く
試
合
に
出
ら
れ
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
大
手
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】

―

大
手
さ
ん
、今
年
の
五
月
祭
は

ど
う
で
し
た
か
？

　
無
事
に
終
わ
り
成
功
し
ま
し
た

　
私
は
中
学
か
ら
大
学
ま
で
サ
ッ

カ
ー
を
続
け
て
い
ま
し
た
。現
在
は

学
生
の
頃
ほ
ど
は
、サ
ッ
カ
ー
に
取

り
組
ん
で
は
い
な
い
の
で
す
が
、知

人
が
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し

て
い
る
た
め
、時
々
そ
こ
に
行
っ
て

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。そ
の
影
響

も
あ
り
、趣
味
が
サ
ッ
カ
ー
を
す
る

こ
と
で
、そ
れ
が
一
番
の

き
っ
か
け
で
す
。

―

学
生
と
サ
ッ
カ
ー
を
す
る

と
い
う
こ
と
で
関
わ
り
も

持
て
る
と
思
い
ま
す
が…

　
そ
う
で
す
ね
。普
段
、授

業
な
ど
で
見
ら
れ
な
い
学

生
の
生
き
生
き
し
て
い
る
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

英
語
と
い
う
教
科
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
教
科

な
の
で
、サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て

コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

と
い
う
こ
と
も
大
切
に
し
て

【
笠
原
先
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】

―

笠
原
先
生
が
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
に

出
場
し
て
い
た
と
伺
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
時
の
率
直
な
感
想
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
率
直
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。主
に

英
語
科
専
攻
の
学
生
さ
ん
と
一
緒

に
体
を
動
か
し
て
、楽
し
か
っ
た
で

す
し
、ま
た
、違
っ
た
専
攻
の
学
生

さ
ん
と
も
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
を
通
し

て
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
良

か
っ
た
で
す
。

―

笠
原
先
生
は
、な
ぜ
こ
の
五
月

祭
の
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
に
出
場
し
よ

う
と
考
え
た
の
で
す
か
？

が
、分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
、

個
人
と
し
て
は
課
題
が
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

―

大
手
さ
ん
、
実
行
委
員
長
を

し
て
苦
労
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
し

た
か
？

　
去
年
は
一
年
生
と
し
て
参
加
し

て
い
ま
し
た
が
、運
営
を
す
る
立
場

と
な
り
、全
く
何
を
す
れ
ば
よ
い
か

分
か
ら
な
か
っ
た
で
す
。ま
た
、運
営

委
員
と
の
意
思
疎
通
が
で
き
て
い

な
い
こ
と
が
あ
り
、苦
労
し
ま
し
た
。

だ
け
ど
、当
日
楽
し
く
競
技
を
し
て

い
る
皆
さ
ん
を
見
て
苦
労
し
た
か
い

が
あ
り
ま
し
た
。

―

来
年
の
五
月
祭
は
ど
う
あ
っ
て

ほ
し
い
で
す
か
？

　
今
年
の
五
月
祭
の
経
験
を
踏
ま

え
て
、引
継
ぎ
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
、

来
年
の
運
営
委
員
が
困
ら
な
い
よ

う
に
し
た
い
で
す
。そ
し
て
今
年
よ

り
も
何
事
も
な
く
良
い
五
月
祭
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

闘
い
、出
会
い
、感
動
す
る「
五
月
祭
」

┃
喜
怒
哀
楽
の
祭
┃

中村 昂平
（なかむら こうへい）
旭川校・教員養成課程・
社会科教育専攻２年

Interviewer

五月祭は旭川校全体が盛り上がるイベント
の一つです。１年生にとっては同学年や先
輩との交流の場にもなっています。学生が
主体となり運営することも簡単ではないと
思いますが、学生一人一人の協力もあり成
り立っているものだと改めて感じました。
笠原先生のように先生方が競技に参加す
るのも良いと思います。

インタビュアーの声

旭川校ならではの行事「五月祭」。５月に新１年生を中心に各専攻の白熱し
た闘いが繰り広げられています。それと同時に、新たな出会いの機会とも
なり、専攻、学年の壁を越えて交流が行われています。笑顔あり、涙ありの
祭。それが「五月祭」です。今回、教員にも関わらず、サッカーに出場し活躍
された英語科教育専攻の笠原先生と、五月祭実行委員長の大手さんに
お話を聞きました！

勝利をともに喜び合う学生たち

インタビューに答えてくれた大手さん

インタビューに答えてくれた笠原先生

バスケットボールをする学生たち 走る学生たち

学生ボランティア活動が盛んに行われている釧路校。今回紹介するのは、
バスケットボール部がお手伝いをしている“Jumpers（ジャンパーズ）”の
「スポーツ教室」という活動の中で、プチ運動会を行った様子です。まず、
Jumpersについて、主催している北海道警察釧路方面本部の担当者佐藤
さんにお話を伺いました。次に、小・中・高等学校の子どもたちと、どのよう
な気持ちで交流して活動に取り組んでいるのか、バスケットボール部主将
中平珠莉さんにインタビューしました。

西村 日花里
（にしむら ひかり）
釧路校・教員養成課程・
学校カリキュラム開発専攻２年

Interviewer

子どもたちが楽しく取り組んでいる様子を
見て、私もボランティア活動に積極的に参
加したいと思いました。釧路校でボラン
ティア活動に励む学生は多く、いろいろ
な人に貢献しているのだと考えると、とて
も誇らしく感じます。もっとボランティア
活動の素晴らしさが皆さんに伝わればいい
なと思います。Jumpers の活動について
興味を持った方は「大学生ボランティア
Jumpers」で検索してみてください !

インタビュアーの声

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

子
ど
も
を
支
え
る
学
生
た
ち

※

ジ
ャ
ン
プ
活
動
と
は…

Ｊ
ｕ
ｍ
ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
が
参
加

し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
総
称
で
、正
式
に

は「
少
年
の
居
場
所
づ
く
り（
＝
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
）活

動
」と
い
い
ま
す
。

全体説明

二人三脚の様子

中平さん ※
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information新任の先生方Hello!
1出身地　2出身大学・学部　3前職　4学生時代の夢
5教育大生の印象

読者のほとんどが大学院生ではないので、2ではあえて出身学部を伺っています。

1芦別市生まれ主に釧路市育ち　2北海道大学
理学部数学科　3鹿児島大学大学院理工学研
究科数理情報科学専攻教授　4まだ具体的な夢
は無かった　5性格が良くまじめ

種市 信裕（たねいち のぶひろ）先生
札幌校・教授
理数教育専攻［確率論、統計数学］

1札幌生まれ、３歳から岩手県前沢町（現：奥州市）
2東北大学文学部　3愛知県立大学他４校５キャ
ンパスで非常勤講師。今と違って通勤が大変でした。
4文学部に入ったときから西洋史を研究する学者
になりたいと思っていましたが、酷い怠け者でした。
5教員養成課程だけあってまじめでしっかりした学
生が多い印象を受けています。

津田 拓郎（つだ たくろう）先生
旭川校・准教授
社会科教育専攻［外国史］

1札幌出身　2北海道大学教育学部　3大正
大学という仏教系の大学に勤めてました（写真は前
の大学で撮ったものです）。　4漠然と研究を続け
たいと思ってました。　5印象は人それぞれ、一言で
は難しいです。せっかく大学へ来たのだから、普段の
自分より少しだけ背伸びしていろいろなことに挑戦
すると、人生楽しめますよ。どうぞ今後ともよろしく。

川俣 智路（かわまた ともみち）先生
教職大学院（札幌校）・准教授
高度教職実践専攻［思春期臨床、通常学級での学習支援］

1札幌市生まれ　2北海道教育大学函館校　3
秋田大学で12年、北海道大学で２年半教員をしてき
ました。　4小学校教師になりたいと思っていました
が、アルバイトばかりの大学生活でした。もう少し勉強
しなければと大学院へ進むうちに、先生方を支える研
究者を目指すようになりました。　5学部の学生や先
生方と関わる機会がないので、もっと関わりたいです！！

姫野 完治（ひめの かんじ）先生
教職大学院（札幌校）・准教授
高度教職実践専攻［授業開発］

1神奈川県川崎市、工場地帯の反対側。梨畑に囲
まれて育ちました。　2立教大学文学部教育学科
3熊本県の女子大で教えていました。　4大学生
時代に師匠に出会い研究者を志しました。でもかな
りの不良生でご迷惑をおかけしてきました（汗）。　
5茶髪率が低いことに地味に驚いています（笑）。

稲葉 浩一（いなば こういち）先生
教職大学院（旭川校）・准教授
高度教職実践専攻［教育社会学、生徒指導論］

1北海道旭川市　2北海道教育大学教育学部
旭川分校　3釧路市立幣舞中学校長　4大好き
なサッカーと教職を就職後もずっと両立させることを
考えていました。　5小中学校にフィールド生として
来ていた教大生が、年々成長していくのがわかりまし
た。とても頼もしく感じていました。

梅本 宏之（うめもと ひろゆき）先生
教職大学院（釧路校）・特任教授
高度教職実践専攻［授業開発、特別活動］

1函館市で生まれ、人生の大部分を函館市で過ごす。
2北海道教育大学函館校小学校課程　3函館市
立桔梗中学校の校長として退職後、教職大学院で

「求められる学校経営・校内研修の在り方」を模索して
いる　4大学時に学んだ美術（彫塑の世界）に憧れて
いた。　5真摯に取り組む姿は素晴らしい。多様な学
びの過程で自分のよさを認識し力を高め広げてほしい。

中村 吉秀（なかむら よしひで）先生
教職大学院（函館校）・特任教授
高度教職実践専攻［学級経営、学校経営、校内研修］

1北海道で一番歴史の古い上ノ国町　2北海道教育大学札
幌分校教育学部　3函館市立駒場小学校長　4教育大生
はほぼ全員教員になれた時代を過ごしました。ゼミよりはバイト・
サークル等、社会勉強に明け暮れておりました。夢はもう現実で
した。　5私も教育大生でしたが、昔は個性的でいろんな方達が
おりました。今は真面目で熱心に勉強する学生が多いように思い
ます。でも、みんな先生になる時代ではないので厳しいですね。

三上 清和（みかみ きよかず）先生
教職大学院（函館校）・特任教授
高度教職実践専攻［生徒指導、教育相談］

平成29年4月以降に教育大にいらっしゃった先生方に、
下記の項目にお答えいただきました！

　北海道教育大学公式フェイスブックでは、大学をより身近に感じてもらうために、ニュースや
イベント情報、５キャンパスの特色ある取り組みをリアルタイムでお知らせしています。
　たくさんの「いいね！」をお待ちしております！

旭川校（５/29掲載）
旭川校で「五月祭（体育祭）」を行いました

北海道教育大学公式Facebookでつながろう

【学生生活】

釧路校（７/４掲載）
釧路校学生が「酪農家民泊体験実習」に参加しました

【学生生活】

岩見沢校（６/８掲載）
岩見沢校サッカー部が第４１回総理大臣杯全日本
大学サッカートーナメント北海道大会で優勝しました

【学生の活躍】

札幌校（8/10掲載）
「札幌校オープンキャンパス」
を開催しました

函館校（５/18掲載）
「はこだて多文化共生シンポ
ジウム」を開催しました

【イベント情報】

北海道教育大学公式Facebook ▲  www.facebook.com/hokkyodai
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―具体的な内容・目的はどういうものですか？
　一つ目は、この科目を通して北海道だけにとどまらず、函館・道南
地域にも視点を置き、行政、経済、教育、環境、文化などの特徴を
理解することです。二つ目は、学生自身が函館市民としての義務と
権利、役割を自覚し、社会参加の態度を養い、有意義な学生生活
を送るための知識と態度を養うことです。
―この授業の魅力は何ですか？
　毎回の授業において、まずは担当教員による導入的なレクチャー
を実施した後に、ゲスト・スピーカーとして、函館校の教員やキャンパ
ス・コンソーシアム函館の関係者、函館市役所などの自治体職員や
地域企業の経営者など、函館・道南地域の有識者を招き、授業を

行っています。受講生にとって、函館・道南の歴史や魅力
を学ぶことで、これまでに地域がどう進化していったのかが
理解でき、学生の将来の進路に生かしていくことができる
ような講話内容のゲスト・スピーカーを選んでいます。
―受講生に対しての思いは何かありますか？
　学生が多種多様な視点を身に付け、まだ知らない函
館・道南地域の歴史や魅力を知ってほしいです。そして、
自分で気になったことを調べて自分の足で歩んで行ける
ように、友達や親が来たときにはガイドとなって函館・道南
地域を案内できるよう、人に伝えていけるようになってほし
いですね。また、せっかくの函館での大学生活4年間を、こ
の授業で学んだことを生かし、楽しく、充実した学生生活
にしてほしいです。

―「北海道・函館スタディズ」が始まったきっかけはありますか？
　この科目は北海道教育大学全体で導入された「北海道スタ
ディズ」という、地域を学ぶための教養科目がきっかけとなっていま
す。北海道教育大学には北海道外出身の学生が少なくないこと
に加えて、北海道出身の学生も札幌などの都市部以外の地域の
ことをほとんど知らない傾向が強くあります。科目新設の一つの理
由として考えられるのは、学生が卒業し教員となったときに、へき地
を含む北海道各地に転勤する希望者があまりにも少ないことに危
機感を抱いたからかもしれません。その後、函館校にふさわしい地
域学系の教養科目として「北海道・函館スタディズ」と名称が変わ
り内容も変わっていきました。

Qこの授業を受けてみてどうですか？

A❶あまり函館のことを知る機会はなかったのです

が、この授業を通して、いろんな視点から函館のこ

とを学ぶことができ、これからの函館での生活が

楽しみになりました。（地域教育専攻・島田 ほのか）

　❷函館の歴史や文化、環境について知るいい機会

であり、ゲスト・スピーカーから貴重なお話も聞け

るので、なくてはならない授業だと思う。（地域協

働専攻・岩渕 竜也）

北海道・函館スタディズ
函館校・地域教育専攻・教授

田中 邦明（たなか くにあき）先生

函館市出身。北海道大学大学院水産学研究科博士課程修了。平成２年

４月より北海道教育大学函館校に着任。

※田中先生は、この講義の取りまとめ役であり、松浦 俊彦（まつうら としひこ）先生、畠山 大
（はたけやま だい）先生による共同開講の科目となっています。

PROFILE

函館校［前期］

函館・道南地域にはどんな一面があるのだろう？　まだ

まだ知らない多くの函館・道南地域の魅力を知ること

ができます。道外出身の学生はもちろん、道内出身の

学生も楽しめる授業です！

函館の魅力が
よりどりみどり！

授業の様子

今回の取材を通して、函館の魅力
はまだまだ知らない事がたくさん
あることに改めて気づくことができ
ました。協力してくださった皆さま、
ありがとうございました！

インタビュアーの声

濱田 亜弓
（はまだ あゆみ）
函館校・国際地域学科・地域協働専攻・
地域政策グループ３年

Interviewer

松村 菜美子
（まつむら なみこ）
函館校・国際地域学科・
地域教育専攻２年

Interviewer

青
森
県
出
身
で
、油
絵
具
を
使
っ
て
情
緒
的
で
不
思

議
な
室
内
風
景
を
描
か
れ
て
い
る
大
学
院
二
年
の

三
村
紗
瑛
子
さ
ん
。全
国
規
模
の
公
募
展
で
の
受

賞
や
道
内
外
で
の
個
展
の
開
催
な
ど
、新
人
作
家

と
し
て
全
国
で
も
す
で
に
大
き
な
活
躍
を
さ
れ
て

い
る
三
村
さ
ん
に
、現
在
の
研
究
や
発
表
活
動
に
つ

い
て
お
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

―
大
学
院
に
進
学
し
た
き
っ
か
け
は
何
で
し
ょ
う

か
？

　
学
部
三
年
生
の
終
わ
り
頃
に
、大
学
院
に
進
学
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
に
道
内
で
グ
ル
ー

プ
展
や
公
募
展
へ
の
出
品
、地
元
青
森
県
で
個
展
を

行
う
な
ど
し
て
い
た
の
で
す
が
、活
動
を
通
し
て
も
っ

と
制
作
を
続
け
て
い
き
た
い
、専
門
的
に
学
び
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
、院
へ
進
む
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

―
三
村
さ
ん
は
美
術
雑
誌『
美
術
の
窓
』の
特
集
記

事「
新
人
大
図
鑑
２
０
１
７
」で
も
今
後
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
新
人
作
家
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
ね
。ど
う
い
っ
た
発
表
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　
去
年
は
茨
城
県
つ
く
ば
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た

「
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
展
」と
い
う
展
覧
会
に
北
海
道
教

育
大
学
の
推
薦
作
家
と
し
て
出
品
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
り
、一
般
社
団
法
人
二
紀
会
が
主
催
す
る
二
紀
展

に
出
品
し
た
り
す
る
な
ど
、道
外
で
の
発
表
も
多
く

行
い
ま
し
た
。ま
た
、二
〇
一
七
年
三
月
に
東
京
都
美

術
館
で
開
催
さ
れ
た
第
十
三
回
春
季
二
紀
展
で
は
、

新
人
選
抜
奨
励
賞
も
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
、と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。今
年
の
四
月
に

は
、大
阪
の
画
廊
大
千
の
推
薦
作
家
と
し
て「
フ
ェ
ス

タ
ア
ー
ト
大
阪
２
０
１
７
」に
出
品
し
ま
し
た
。

―
現
在
、ど
の
よ
う
な
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？

　
作
品
制
作
で
は
、主
に
油
絵
具
を
用
い
て
、室
内

空
間
を
描
い
て
い
ま
す
。室
内
空
間
で
も
、矛
盾
す

る
モ
チ
ー
フ
を
意
図
的
に
配
置
さ
せ
て
空
間
を
作
り

上
げ
て
い
ま
す
。

　
私
は
自
分
の
作
品
の
室
内
空
間
を
描
く
際
に
、

情
緖
性
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
自
分
の

絵
を
も
っ
と
良
い
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
明
暗
の

構
成
を
研
究
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
こ

で
、作
品
の
制
作
と
併
せ
て
、二
十
世
紀
に
ア
メ
リ
カ

の
都
市
や
郊
外
の
風
景
を
描
き
活
躍
し
た
エ
ド
ワ
ー

ド
・
ホ
ッ
パ
ー
と
い
う
画
家
の
作
品
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。ホ
ッ
パ
ー
の
作
品
か
ら
出
る
情
緖
や
、も
の
哀

し
げ
な
印
象
と
い
う
の
が
、明
暗
表
現
に
よ
っ
て
演

出
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
仮
定
し
て
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ホ
ッ
パ
ー
は
、風
景
や
人
物
と
い
っ
た
具
体
的
な
モ

チ
ー
フ
を
描
い
て
い
る
の
で
、作
品
の
情
緒
性
と
明
暗

表
現
の
関
係
性
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
こ
と
は

難
し
い
の
で
す
が
、影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
作

家
に
つ
い
て
調
べ
た
り
、ホ
ッ
パ
ー
の
絵
画
作
品
を
さ

ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
形
式
分
類
し
た
り
し
な
が
ら
、

彼
が
何
を
考
え
て
制
作
し
て
い
た
の
か
を
探
っ
て
い

ま
す
。ホ
ッ
パ
ー
の
研
究
を
通
し
て
私
自
身
の
作
品

制
作
に
お
け
る
表
現
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

―
大
学
院
卒
業
後
の
進
路
や
活
動
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
作
品
制
作
や
発
表
活
動
を
通
し
て
蓄
え
た
経
験
、

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、美
術
の
教
師
に

な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。美
術
は
世
界
を
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
見
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
教

科
で
す
。美
術
を
通
し
て
柔
軟
に
思
考
す
る
こ
と
が

で
き
る
生
徒
を
育
て
て
い
き
た
い
で
す
ね
。ま
た
、教

師
に
な
っ
た
後
も
制
作
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。卒
業
後
も
意
欲
的
に
制
作
を
し
て

い
け
る
よ
う
現
在
の
研
究
と
制
作
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

アトリエでの制作の様子

「第13回 春 季 二
紀 展」の会 場で
新人選抜奨励賞
受賞作品を前に

岩見沢校・芸術課程・美術コース・絵画専攻・
油彩画研究室卒業
北海道教育大学大学院・教科教育専攻・美術教育専修・
油彩画研究室２年

話 = 三村 紗瑛子（みむら さえこ）さん

情
緒
的
な

室
内
空
間
を
描
く

Interviewer

いつも魅力的で洗練された作品を作り出す三村さん。その
活躍の裏にある制作に対する考えや、研究内容について詳
しく教えていただき、美術が専門の私にとっても、学ぶこと
の多い取材となりました。

インタビュアーの声

秋本 結以
（あきもと ゆい）
岩見沢校・芸術･スポーツ文化学科・美術文化専攻・
美術･デザインコース・油彩画研究室２年

函館を題材にわかりやすく地域の
事を学び、知ることで自分たち自
身が楽しめることに感銘を受けま
した！

―
教
師
に
な
る
た
め
の
勉
強
を
し
な
が
ら
修
了
制

作
の
作
品
制
作
や
修
士
論
文
の
執
筆
に
取
り
組
ん

で
い
る
三
村
さ
ん
。こ
れ
か
ら
す
ぐ
に
公
募
展
へ
の

作
品
出
品
も
控
え
、制
作
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

2425 Autumn / Winter 2017  No.27



保健管理
セン
ター
発

　
私
は
、
民
間
の
社
会
教
育
団
体
で
、

青
少
年
の
教
育
キ
ャ
ン
プ
の
指
導
や

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
仕
事
を

や
っ
て
い
ま
し
た
。キ
ャ
ン
プ
活
動
は
、

天
候
や
自
然
環
境
、参
加
す
る
子
ど
も
、

指
導
す
る
キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
の
技

術
な
ど
「
変
数
」
の
多
い
活
動
で
す

か
ら
、
予
定
通
り
に
進
む
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
い
つ
も
そ
の
通
り
に
事

が
進
む
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
予
定

し
て
い
て
も
、
雨
が
降
れ
ば
、
簡
単

に
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
し
た
子
ど
も
同
士
や
そ

の
グ
ル
ー
プ
を
担
当
す
る
リ
ー
ダ
ー

と
の
相
性
な
ど
あ
る
程
度
の
想
定
は

で
き
ま
す
が
、
始
ま
ら
な
い
と
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
が
キ
ャ
ン
プ

の
活
動
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
参
加
し

た
子
ど
も
や
、
知
的
障
害
、
肢
体
不

自
由
の
あ
る
子
ど
も
、
自
閉
症
の
あ

る
子
ど
も
の
親
子
キ
ャ
ン
プ
も
や
っ

て
い
ま
し
た
の
で
、
対
象
に
よ
り
体

力
が
違
い
ま
す
し
、暑
い
日
が
続
け
ば
、

そ
の
想
定
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ

れ
は
、活
動
内
容
の
調
整
だ
け
で
な
く
、

食
事
の
量
な
ど
に
も
影
響
し
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
を
運
営
す
る
た
め
に
は
、

当
初
の
計
画
に
基
づ
き
つ
つ
も
、
多

様
な
変
数
の
条
件
の
中
で
、
楽
し
く
、

豊
か
な
経
験
が
一
番
積
め
る
安
全
な

活
動
を
、
常
に
模
索
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
キ
ャ
ン
プ
は
、
常
に
ア
レ

ン
ジ
と
ひ
ら
め
き
が
求
め
ら
れ
る
活

動
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
今
か
ら
二
十
二
年
ほ
ど
前
に
、Ｌ
Ｄ

や
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
等
の
発
達
障
害
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
支
援
ク
ラ
ス
を
開
発

し
、
子
ど
も
た
ち
を
直
接
指
導
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
は
、「
遊
び
の
教
室
」
の
よ

う
な
形
に
な
っ
て
い
て
、
対
人
関
係

を
学
ん
だ
り
、
自
分
の
良
さ
を
発
見

し
た
り
す
る
ク
ラ
ス
で
す
。
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
や
っ
て
き
て
、
楽
し

い
活
動
が
で
き
た
の
で
す
が
、時
に
は
、

お
母
さ
ん
と
喧
嘩
し
て
、
遊
び
に
上

手
に
乗
れ
な
い
時
が
あ
っ
た
り
、
こ

ち
ら
の
準
備
し
た
教
材
に
目
も
く
れ

な
か
っ
た
り
と
、
予
定
通
り
に
進
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
、
多
々

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
は
、

状
況
の
中
で
新
た
な
活
動
を
模
索
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
不
確
実
な
状
況
を
で

き
る
だ
け
減
ら
し
て
、
確
実
性
の
高

い
中
で
活
動
を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
方
が
安
心
で
す
し
、
見
通
し
が

持
て
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
そ
の

よ
う
な
「
こ
う
す
れ
ば
う
ま
く
い
く
」

と
い
う
「
正
解
」
や
「
確
実
性
」
を

求
め
る
固
定
的
で
静
的
な
考
え
で
子

ど
も
と
向
き
合
え
ば
、
子
ど
も
の
抱

え
て
い
る
状
況
を
無
視
す
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
子
ど
も
の

持
て
る
力
や
良
さ
を
引
き
出
す
こ
と

を
阻
害
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。む
し
ろ
、状
況
は
、不
確
実
で
す
し
、

複
雑
で
多
様
な
フ
ァ
ク
タ
ー
の
中
に

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、状
況
の
中
で
の「
最
適
解
」

を
探
る
「
動
的
な
営
み
」
で
あ
る
と

思
う
の
で
す
。
そ
れ
が
、
振
り
返
っ

た
時
に
う
ま
く
い
っ
て
い
れ
ば
「
そ

の
時
の
判
断
」
が
、「
結
果
と
し
て
正

解
」
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
状
況
も
変
化
し
ま
す

か
ら
、
一
度
「
正
解
」
と
し
た
こ
と

が
ら
も
、
新
た
な
「
最
適
解
」
を
探

る
作
業
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
そ

の
後
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
く
の
だ
と

思
う
の
で
す
。

文 = 二宮 信一（にのみや しんいち）先生
釧路校 教授

法政大学文学部日本文学科卒、北海道ＹＭＣＡを

経て、北海道大学大学院教育学研究院博士後期

課程単位取得退学。専門は、特別支援教育学。へき

地の特別支援教育に関する調査・研究をしている。

PROFILE

状況の中で最適解を
探すということ

キ
ャ
ン
プ
が

教
え
て
く
れ
た
こ
と

不
確
実
性
の
中
で

判
断
す
る

進路に悩むこと、「自分」を作ること
大学に入ってから、進路について悩む人は多く見られます。なぜなら、どのような進路を選ぶのか
ということは、自分とは何かという「アイデンティティ」形成の課題と深く結び付いているからです。

   進路を決めたつもり
　だったけれども……

　皆さんはいつごろから、自分がどんな
職業に将来つきたいのか、どんな人生を
歩みたいのかを考え始めましたか？　　
早い人は、小学生の頃に「将来は担任の
先生のような立派な教師になりたい！」
と決めていたかもしれません。しかし、多
くの人は高校時代にどこの大学を受験す
るかを考える時に、大学で何を勉強して、
将来どんな職業につくのかということを
初めて具体的に意識するのではないで
しょうか。
　しかし、いざ大学に入学してみたものの、
期待していたほど授業を面白く感じられ
ない、あるいは教育実習に行ってみて、
「自分は本当に教師に向いているのだろ
うか」と悩み始める人も実は少なくありま
せん。そして、ここを特に強調しておきた
いのですが、一度決めた進路について悩
んだり、不安を感じて揺れ動くというの
は決しておかしなことではないのです。な
ぜなら、そのような心の揺れ動きは、あな
たが「自分」とは何かという問題に誠実に
向き合っていることを示しているからです。

   大学時代に「自分」を作る
　準備をする

　心理学では児童期と成人期の間、つま
り中学生から大学生ぐらいまでの時期を
「青年期」と呼んでいます。この時期の心
の課題は「アイデンティティ（自己同一
性）」を作ることであると考えられています。
つまり、「自分とは何か」ということに悩
み始めて、「これが自分だ」「自分はこれで
いいのだ」と思えるようになることを指し
ています。
　このために、大学時代は自分を作るた
めの「モラトリアム（元々は支払い猶予期
間という意味）」と考えられています。学
生である間はいろいろな社会的義務から
免除されますが、その代わりに大学4年
間は、さまざまな経験を積んで、自分とい
うものを作り上げていく準備をする時間
になるのです。

   親の影響を見直し、もう一度
　進路について考え直そう

　その際に、皆さんがぶつかるのは親や
周囲からの「期待」ではないかと思います。

「親が教師だから自分も教師になることを
期待されている」などの話はよく聞きます。
また、どんな子どもも親の影響を受けて
育つので、親の影響抜きに真っ白な自分
を作り上げることはできません。
　しかし、親から受けた影響について、
自分の経験を基にして、大学在学中によ
く考えてみることが「自分」を作る上で特
に大切だと思われます。「親は～と言うけ
ど、大学での授業（実習・サークル・ボラ
ンティアなど）の経験ではちょっと違うか
な」などと考えていく中で、本当に自分が
やりたいことは何か、自分に向いている
ことと向いていないことは何かが見えてく
ると思います。
　その結果、親が期待する方向と同じ方
向に進路選択する人もいるでしょうし、全
く違う方向に考え直す人もいるでしょう。
大学時代に親からの影響を含めて自分の
進路についてもう一度考え直し、自分で
進路を選び直してほしいと思います。再
検討するための「根拠」を得るためにも、
大学4年間にさまざまなことに挑戦して、
経験を積むことをお勧めします。

み かみけんいち

（保健管理センター・カウンセラー・三上謙一）

教職員のエッセイ

Essay
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特別支援教育専攻の学生が台湾の台北市を訪れ、日本
と異なる特別支援教育について学びました。今回は参加
学生の一人である藤原つむぎさんにお話を聞きました。

台湾研修記録
札幌校

学校見学 集合写真

ガイダンス 引率の青山先生

観光 講義

ベルゲンの野球チーム
（本人：前列左から2番目）

Rundemanenという山の頂上から

所属する学部の建物

大学敷地内中心にある美術館

大学での授業の様子

BeatlesのAbbey Roadで（本人：左から２番目）

かわいくておいしいマーケットもいっぱいあります

寮のキッチンで誕生日パーティー
（本人：写真中央）

天野 美代子
（あまの みよこ）
札幌校・教員養成課程・理数教育専攻・
算数·数学教育分野３年

Interviewer
日本と海外の特別支援教育の現状について
考えることができる、素晴らしい研修だと
思いました。私も特別支援教育に興味があ
るので楽しくお話を聞けました。藤原さん
や青山先生をはじめ、快く取材に協力して
くださった皆さん、ありがとうございました。

インタビュアーの声

留学中や帰国直後の学生から届いた文章と写真で、北海道教育大学の全学協定校を紹介します。
16回目の今回は、ノルウェーのベルゲン大学とイギリスのロンドン大学アジア・アフリカ学院です。

留学中の学生からの協定校紹介
第16回

函館校・国際地域学科・地域協働専攻・国際協働グループ４年

留学期間
2017年１月～ 2017年12月ベルゲン大学 貞廣 慎太朗（さだひろ しんたろう）さん

TO

ノルウェー

函館校・国際地域学科・地域協働専攻・国際協働グループ4年

留学期間
2017年１月～ 2017年12月ロンドン大学アジア・アフリカ学院 三村 真凜（みむら まりん）さん

TO

英国

　私はロンドン大学東洋アフリカ研
究学院（SOAS）のELASという
コースで勉強をしています。SOAS
は、ロンドンの中心地に位置してお
り、大英博物館やハリーポッターで
有名なキングスクロス駅など、さまざ
まな観光地がキャンパスの近くにあ
ります。大都市ロンドンは忙しい街
ですが、さまざまな人が暮らしており、
毎日新しい発見があって、暮らして
いてとても楽しいです。
　ELASは、英語圏への大学、大
学院進学や英語学習を目的とした
人々へのコースです。なので、授業
の内容は主に英語でのエッセイの
書き方、プレゼンテーションの仕方、
アカデミックサブジェクトにフォーカ
スしています。英語学習者が集まる
コースなので、個人の英語力はバラ
バラで、英語力に応じてクラス分け

がされており、自分の英語力に合っ
た授業が受けられます。
　SOASの魅力は、学生がとてもリ
ベラルで、日本ではなかなか出会う
ことのない考え方を持った人がたく
さんいるところだと思います。私は、
函館校で政治などを勉強していま
すが、イギリスの学生は政治や外交
について自分の意見をしっかり持っ
ており、はっとさせられる日々を過ご
しています。またSOASの学生はア
ジアに興味を持っている学生が多
く、友達を作りやすいのも魅力の一
つです。
　ロンドンでの生活はかなりお金も
かかって大変ですが、出ていくお金
以上に得られるものがあります。世
界を自分の目で見たい方にはとても
お薦めしたい留学先です。

　ノルウェー第二の都市ベルゲン
は山と海に囲まれた自然豊かな街
です。夏至が近づくと日没は23時
頃になります。
　ベルゲン大学では学部に捉われ
ず自分の興味のある分野の授業を
自由に選 択できます。私はノル
ウェー語と北欧政治史、アメリカ史
を履修しました。英語の授業は初め
ての経験で、先生が何を言っている
のかわからずパニックになることも
多々ありましたが、なんとか試験を突
破したときには達成感がありました。
　ベルゲンは雨の多い街で有名ら
しいのですが、私はそれほど多いと
は思いません。休みの日は山に登っ
たり、湖に行ったりと自然を楽しめま

す。私が特に楽しんでいる活動は、
野球チームでの活動です。夏場は
約２週間に１回のペースで試合が
組まれます。試合に勝つと抱き合っ
て喜ぶのは日本ではあまり経験した
ことがありませんでした。
　後輩の皆さんへ。授業やアルバ
イト、部活動などで慌ただしいままに
進級や就活を迎えようとしていませ
んか？　私は留学中にゆっくりと自
分を見つめ直す時間ができたことを
ありがたく感じています。明確な理
由はなくても、好奇心さえあれば留
学のハードルは高いものではありま
せん。ぜひ挑戦してみてください。

　今回の研修の概要を教えてくだ
さい。

　２月20日～24日の日程で、台
湾の台北市に行きました。青山眞
二先生と齊藤真善先生引率の下、
16人の学生が参加しました。青山
先生の企画に興味のある学生が
有志で集まったものなので、講義
の一環ではありません。この研修
の目的は、台北市内の特別支援学
級と特別支援学校への訪問です。
　活動内容についての詳しいお
話を教えてください。

　始めに台北市立大学附属小学
校へ行きました。台北市立大学
は、台北市立教育大学と台北市立

体育学院が合併して新たにできた
大学で、主に小学校の先生を育成
するところです。そこでは特別支
援学級の授業観察をしました。ま
た、附属小学校だけでなく大学の
方にも行き、キャンパス内を見て
回ったり、教授による大学の歴史
についての講義を受け、学生と交
流をしたりしました。特別支援教
育専攻だけでなく国語科など他
専攻の学生や大学院生もいて、み
んな日本語が堪能でした。特別支
援教育について話し合うためとい
うよりも、まずは友達になろうとい
う交流で、一緒に食事をとり、観
光に出かけました。次に新北特殊

TO

札幌校・教員養成過程・特別支援教育専攻４年
藤原 つむぎ（ふじはら つむぎ）さん期間

2017年２月20日～ 24日台湾
研 修

學校へ行きました。そこは大規模
な高等特別支援学校で、パラリン
ピック選手を輩出するなど、特に
運動に力を入れている学校です。
活動は主に見学でしたが、農作物
を育てて売るための畑や、レジ打
ちの練習のための小さいお店が
校内にあり、職業訓練のための設
備が充実しているという印象を受
けました。また、職業訓練以外の
設備も整っていて、肢体不自由の

生徒も快適に使用できるための工
夫がなされたプールなどもありま
した。
研修の感想をお願いします。

　台湾では、日本のように聾学校
や盲学校など障がいによる学校
の区分がなく、どんな子も地域の
小学校の特別支援学級に通って
います。そういった日本との違い
に興味を持ちました。

国際交流
NEWS

各  

校  

発

国際交流
NEWS

国
際
交
流
・
協
力
セ
ン
タ
ー
発
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information

感想・意見・要望・情報・アイデア募集中！
歓迎！  らくがきイラスト・写真・その他の投稿！
▶○○の活躍を取り上げてほしい、○○が面白そうなので取材してみては？　など、本誌について

のご意見・ご要望などをお寄せください。可能な限り掲載させていただきますので、欄外の編
集局のメールアドレスまでお知らせください。

▶本誌の各ページを飾る「らくがきイラスト」も、随時募集しています。各キャンパスの編集局員
の先生方に渡してください。

   その他、写真やイラストなどの画像、書・絵画・彫刻・工芸などの作品を写した写真の投稿も歓
迎します。画像ファイル（拡張子がjpg）を添付したメールを、編集局のメールアドレスまでどうぞ。

ご意見・ご感想・ご要望を編集局にお寄せください！
メールアドレス　landscape@s.hokkyodai.ac.jp

検索HUE - L ANDSCAPE

本誌バックナンバーは北海道教育大学ホームページで読むことができます。

平成２８年１２月に開催された特別編「学生によるエデュケーション・アゴラ」の様子

◎エデュケーション・アゴラ

◎学生によるエデュケーション・アゴラ

回　数

第38回

第39回

第40回

所属・役職

北海道教育大学教授（札幌校）

株式会社ゆめかな代表取締役

北海道教育大学教職大学院長

テーマ

これからの小学校英語で目指すこと

未定（学校運営「ミドル・リーダー養成」について）

未定（アクティブ・ラーニングについて）

所属・役職

北海道教育大学学校臨床教授（札幌校）

北海道教育大学学校臨床教授（札幌校）

北海道教育大学学校臨床教授（旭川校）

北海道教育大学学校臨床教授（釧路校）

北海道教育大学学校臨床准教授（釧路校）

北海道教育大学学校臨床教授（函館校）

会　場

北海道教育大学
札幌駅前サテライト

教室1

会　場 ※

札幌校：２０８教室
旭川校：Ｎ３３０教室
釧路校：第1会議室
函館校：小会議室

内　容

講演
グループ別検討会

発表等

講師氏名

萬谷 隆一

石川 尚子

井門 正美

よろずや　りゅういち

いしかわ　なおこ

いど　まさみ

てらだ　さとる

よこふじ　まさと

さとう　せいじ

ふくおか　まりこ

ほし　ゆたか

こまつ　かずやす

講師氏名

寺田 悟

横藤 雅人

佐藤 聖士

福岡 真理子

星 裕

小松 一保

日　時

9月22日㈮（18：30～20：30）

12月1日㈮（18：30～20：30）

2月16日㈮（18：30～20：30）

日　時

11月10日㈮（16：30～18：30）

回　数

第2回
学生アゴラ

　国際交流・協力センターでは、北海道教育大学の留学制度について皆さんによりよく知ってもらうために、
『北海道教育大学海外留学ハンドブック』を作成しています。
　各種留学の種類や手続きをはじめ、留学の費用や経済支援など本学で行う留学制度についての手引書
となっています。また、「留学体験記」では、留学先の時間割や１日のスケジュール例などが掲載され、留学
生活を具体的にイメージできるようになっています。
　各校学務グループ（札幌校は国際課）で配布していますので、ぜひお越しください。

国際交流・協力センターＨＰ
http://www2.hokkyodai.ac.jp/international-c/jp/

海外留学ハンドブックを作成しました

　本学では、平成24年度からエデュケーション・アゴラを開催しています。
　エデュケーション・アゴラとは、教員を志望する学生や現職教員を対象に、教育関係者や他分野に携わる方々、一般の方々などが集まり、教育に関
わるテーマについて語り合う場です。
　これまでに37回実施され、平成28年12月には特別編として学生が内容を企画・運営した、「学生によるエデュケーション・アゴラ」も初めて開催さ
れました。
　平成29年度も右ページのとおり開催予定です。
 　ゲストスピーカーによる話題提供の後に質疑応答や意見交換を行うほか、参加者同士の交流を図ることができますので、たくさんの方のご参加をお
待ちしております。
　詳しくは、大学ＨＰをご覧ください。
http://www.hokkyodai.ac.jp/distinctive/teacher/training/relation-education_agora.html

※「アゴラ」とは、ギリシア語で古代ギリシアの都市国家にあった公共の「広場」という意味です。

エデュケーション・アゴラにご参加ください
教員志望者要チェック！

参加者の声
「講師の先生方から、教師になるにあたっての実例を交えたお話が聞けた」
「授業ではなかなか学べないこと、分野の違う学生と話し合う機会を得ることができた」

基調講演 テーマ別検討会 学生による発表

編集後記
▶第27号の編集にご協力くださいました学
外・学内の皆さま、誠にありがとうございます。
このたび編集局員から新しく本誌5代目編
集局長に就任した、岩見沢校の宇田川耕一

（芸術経営学）です。どうぞよろしくお願い申
し上げます。
　今回の特集は「自慢です。わたしのキャン
パス」です。施設、団体、活動、人など種類
は問わず、各キャンパスの自慢できるものを
紹介しています。学内外の読者が楽しみつ
つ、各キャンパスの良いところを知る広報の
役割も果たす特集を目指しました。「授業」

「研究」「ボランティア活動」「学生と学生の
つながり」「先生と学生のつながり」など、
北海道教育大学の幅広い領域を紹介でき
たのではないかと自負しております。
▶このたび、本誌のさらなる充実と本学学
生の就職支援の一助としたく、企業等のお
名前を本誌に掲載することとなりました。
趣旨にご賛同いただき、ご支援を賜りまし
た企業名は、裏表紙に掲載しております。
この場をお借りして、厚く御礼申し上げます。
▶前号まで編集局長を務められました田口 
哲先生（札幌校）が、局長を退任されました。
２年間にわたる編集の取りまとめ、本当に

お疲れさまでした。また、編集局の学生ス
タッフおよび編集局員のうち、札幌校の松
尾知実さん、今夢花さん、今尚之先生、旭
川校の山﨑将太郎さん、岩橋瞳さん、菅野
悟先生、釧路校の湧川碧斗さん、佐藤直史
さん、鴨川太郎先生、函館校の傳法悦子さん、
岩見沢校の小松崎笑帆さん、渡部早稀さん
が前号で退任されました。大変お疲れさまで
した。ありがとうございます。
▶今号から新たに、札幌校の天野美代子さ
ん、稲葉拓紀さん、幸坂健太郎先生（副
編集局長）、旭川校の中村昂平さん、小川
優汰さん、角一典先生、釧路校の西村日

花里さん、渡辺有紀さん、土岐圭佑先生、
函館校の水口史菜さん、松村菜美子さん、
山邉瑞穂さん、岩見沢校の小原ハナコさん、
秋本結以さん、舩岳紘行先生が学生スタッ
フならびに編集局員に就任されました。新
メンバーの活躍にもご期待ください。

編集局から学園情報誌

※会場は変更になる場合がありますので、大学ＨＰよりご確認ください。
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学園情報誌［ヒュー・ランドスケープ］人が人を育てる大学・北海道教育大学の学生発信マガジン HUE-LANDSCAPEは
学生スタッフが大活躍する学園情報誌です！

編集局の E-mail ▶ landscape@s.hokkyodai.ac.jp

HUE-LANDSCAPEに関するご意見、ご感想をお気軽にお寄せください。
企画案や写真・イラストも、常時募集しています！

　本誌は、本学学生である自覚を高め、有意義な学生生活と将来への明確な目的
意識を持つことを促進する情報を紹介するため、平成17年1月に創刊されました。
　今号の発行にあたり、本誌の趣旨にご賛同いただいた企業の皆様からご支援を
賜り、誠にありがとうございます。
　今後とも本学学生へのご支援、ご指導のほどよろしくお願い申し上げます。

石屋製菓株式会社
カネシメホールディングスグループ カネシメ 髙橋水産株式会社
札幌商工会議所
株式会社 札幌振興公社
株式会社 芝コーポレーション
上光証券株式会社
北栄保険サービス株式会社
株式会社 北洋銀行
北海道火災共済協同組合
一般社団法人 北海道貿易物産振興会

（50音順、敬称略）

小川 優汰
旭川校

〈函館キャンパス〉国際交流！　マレーシアからの国費留学生
〈岩見沢キャンパス〉アートファクトリーの魅力について徹底分析！
〈札幌キャンパス〉札幌キャンパス一アクティブな「生活創造教育専攻」とは？
〈旭川キャンパス〉人との関わり合いが楽しませ成長させてくれる
〈釧路キャンパス〉はじめませんか？　ボランティア

北海道教育大学ホームページ　
http://www.hokkyodai.ac.jp/
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中村 昂平
旭川校

小原 ハナコ
岩見沢校

秋本 結以
岩見沢校

西村 日花里
釧路校

渡辺 有紀
釧路校

天野 美代子
札幌校

稲葉 拓紀
札幌校

佐々木 柚香
函館校

濱田 亜弓
函館校

堀江 音名
函館校

松村 菜美子
函館校

水口 史菜
函館校

山邉 瑞穂
函館校

いち


